
鹿児島県出水市

報
広

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

10
（９月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

県・市町村合同特集��� ２
11月から新庁舎で業務開始�５
2015年度決算� ���� ６
催し����������� 14
健康���������� 16

募集���������� 18
相談���������� 19
子育て��������� 21
お知らせ�������� 22
フォトニュース����� 31

2016（平成28年）
No. 127

主な内容

世 帯 数 ２万 4,984 （－ 18）
人　 口 ５万 4,660 （－ 41）
男 ２万 5,625 （－ 12）
女 ２万 9,035 （－ 29）

出　 生 48
死　 亡 65
転　 入 118
転　 出 131

野田町上名のかかし（９月11日撮影）

鹿児
島県
・市町村合同企画

｢今年は良かふにできたが。
戻ってダレヤメどんせんなろ。」

｢お父さん。
まだ時間が早かが。」



https://www.youtube.com/watch?v=c7iKH8H5Puo

県内113全ての蔵元の焼酎が６杯500円で楽しめます。抽選で本格焼酎の
プレゼントも。「1万人でいっせい乾杯」や奄美出身の人気デュオ・カサリン
チュのライブ、前園真聖さんのトークショーなども行います。

詳しくはイベント
ホームページで。

「黒＂糖＂焼酎だから糖質が多い」とよく
誤解されますが、本格焼酎は全て糖質
ゼロ。ダイエットにも最適です。黒糖焼
酎は奄美地方でしか造られない特別な
お酒。すっきりした味わいで、どんな割
り方も合います。私は紅茶割りでよく楽
しんでいますよ。

焼酎は
だ

﨑本 彩さん（21）
鹿児島市在住

● 「本格」焼酎とは、麹にイモや黒糖などの主原料を加えて発酵を進め、
できたもろみを単式蒸留器でじっくり蒸留して造られる、砂糖やアル
コールなどの添加物が一切無い焼酎。原料の風味が豊かで、味わい深
いのが特徴。

● 鹿児島の焼酎は「薩摩焼酎」として世界貿易機関（WTO）のトリプス協
定で、地理的表示の産地指定を受けています。

● 昭和62年、日本酒造組合中央会が、新酒がおいしい季節の11月１日
を本格焼酎の日と制定。平成19年には、奄美大島酒造組合が「こ・く・
とう」と読める５月９、10日を奄美黒糖焼酎の日と制定。

鹿児島の焼酎の
魅力が分かる動画は
こちらから

※お酒は20歳になってから、適量で。
※飲酒運転は法律で禁止されています。
※妊娠中や授乳期の飲酒は控えましょう。

本格焼酎の日11月1日を前に、鹿児島の焼酎の良さにあらためて目を向けてもらおうと、県内自治体有志で組んだ合同特集です。

鮫島吉
よし

廣
ひろ

さん（68）
南さつま市出身。大手酒造
メーカー勤務を経て、鹿児島
大学教授、全国初の焼酎学講
座を開講。同大焼酎・発酵学
センター客員教授。同市在住。

芋焼酎のお勧めの飲み方は「お湯割り」。
香りが立ち、鹿児島の料理の味を引き
立ててくれます。黒ぢょかや薩摩切子、
そらきゅうなどの酒器にも鹿児島ならで
はの歴史や文化が隠れていて魅力的で
すね。焼酎を飲む人はみんな笑顔。人
同士を結ぶすてきなお酒です。

森 万
ま
由
ゆ
子
こ

さん（21）
鹿児島市在住

2015ミス
奄美黒糖焼

酎
2015ミス

薩摩焼酎

https://shochustreet.com/

INTERVIEWINTERVIEW鹿児
島の
本格
焼酎
の

本格焼酎の日である11月1日から3日間、
天文館に、鹿児島初「焼酎ストリート」が出現。

県・市町村合同企画
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雲
海
酒
造
株
式
会
社
出
水
蔵

　

２
０
０
０
年
３
月
、
１
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
新
屋
酒
造
か
ら
造
り
蔵
を
引

き
継
ぎ
、
雲
海
酒
造
株
式
会
社
出
水
蔵

を
ス
タ
ー
ト
。
原
料
に
は
、
南
九
州
産

の
さ
つ
ま
芋
と
紫
尾
山
系
の
清
ら
か
な

水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

工
場
見
学
、
手
造
り
蔵
の
見
学
、
試

飲
コ
ー
ナ
ー
、売
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

仕
込
み
時
期　
８
月
～
12
月

※
工
場
見
学
は
要
予
約
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

雲
海
酒
造
株
式
会
社
出
水
蔵

　
（
☎
�
０
０
４
３
）

　
本
市
に
は
本
格
焼
酎

の
蔵
元
が
３
つ
あ
り
ま

す
。

　
出
水
の
蔵
元
と
代
表

銘
柄
な
ど
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

 

出
水
酒
造
株
式
会
社

　

２
０
１
３
年
か
ら
本
市
で
焼
酎
を

造
る
「
出
水
酒
造
株
式
会
社
」。

　

２
０
１
１
年
４
月
「
霧
島
横
川

酒
造
株
式
会
社
」
か
ら
「
出
水
酒

造
株
式
会
社
」
に
社
名
変
更
し
て
、

２
０
１
３
年
12
月
か
ら
本
市
の
新
工

場
で
操
業
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
施
設
で
は
、
工
場
見
学
、

試
飲
コ
ー
ナ
ー
、
薩
摩
焼
の
作
品
展

11
月
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
開
始

示
も
あ
り
、
食
事
（
そ
ば
処
）、
売
店
な
ど
も

利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
地
に
は
「
ホ
テ

ル
泉
國
邸
」
も
あ
り
ま
す
。

工
場
見
学　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
予
約
が
な
く
て
も
見
学
で
き
ま
す
が
、
予
約

　

の
方
が
優
先
に
な
り
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
酒
造
株
式
会
社
（
☎
�
３
６
７
１
）

 

神
酒
造
株
式
会
社

　

１
８
７
２
年
創
業
。
本
市
で
焼
酎
を

造
り
続
け
る
蔵
元
。
創
業
当
初
か
ら
使

わ
れ
る
和
甕
は
、
仕
込
み
や
貯
蔵
で
使

い
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
込
み
風
景
を
間
近
で
見
学
、
試
飲

コ
ー
ナ
ー
、
売
店
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

仕
込
み
時
期　
９
月
～
６
月

工
場
見
学　
午
前
８
時
～
午
後
４
時

※
土
・
日
、
祝
日
は
定
休
日
で
す
が
、

　

予
約
い
た
だ
け
る
と
見
学
で
き
ま
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

神
酒
造
株
式
会
社

　
（
☎
�
０
０
０
１
）

代表銘柄　出水に舞姫

代表銘柄　さつま木挽 代表銘柄　千鶴

4広報いずみ2016（平成28年）10月



11 月７日（月）から新庁舎で業務を開始する部署

１階 市民生活課、生活環境課、こども課、いきいき長寿課、福祉課、税務課、会計室

２階 議会事務局

３階 総務課、総合政策課、安全安心推進課、財政課、企画課、新庁舎建設課

　

昨
年
４
月
か
ら
工
事
を
進
め
て

い
た
市
役
所
新
庁
舎
が
、
９
月
末

に
完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
検
査

な
ど
を
実
施
し
、
備
品
な
ど
を
搬

入
し
て
、
11
月
５
日
（
土
）
お
よ

び
同
６
日
（
日
）、11
月
12
日
（
土
）

お
よ
び
同
13
日
（
日
）
の
２
週
に

分
け
て
各
部
署
ご
と
に
移
転
し
ま

す
。

　

現
在
、
高
尾
野
支
所
に
配
置
し

て
い
る
「
農
政
課
」「
農
林
水
産

整
備
課
」「
下
水
道
課
」「
農
業
委

員
会
事
務
局
」「
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
」、
ま
た
、
市
中
央
公

民
館
に
配
置
し
て
い
る
「
生
涯
学

習
課
」
お
よ
び
市
総
合
体
育
館
に

11
月
か
ら
新
庁
舎
で
業
務
開
始

配
置
し
て
い
る
「
市
民
体
育
課
」

も
新
庁
舎
に
移
転
し
ま
す
。

　

各
課
の
新
庁
舎
で
の
業
務
開
始

日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

新
庁
舎
の
各
階
配
置
等
詳
細
に

つ
い
て
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

工
事
に
よ
り
本
庁
舎
前
の
駐
車

場
が
減
少
し
て
い
ま
す
の
で
、
近

隣
の
准
看
護
学
校
跡
地
等
の
臨
時

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な

お
、
各
種
手
続
や
証
明
書
等
の
発

行
に
は
、
免
許
証
等
の
本
人
確
認

書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ご
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
本
庁
新
庁
舎
建

　

設
課
（
☎
�
４
０
８
４
）

11 月 14 日（月）から新庁舎で業務を開始する部署

２階 シティセールス課、産業振興政策課、農林水産整備課、農政課、農業委員会事務局、水道課
下水道課、道路河川課、住宅政策課、都市計画課

３階 選挙管理委員会事務局

４階 学校教育課、教育総務課、市民体育課、生涯学習課、読書推進課、契約検査課、監査委員事務局

公
立
幼
稚
園
を
参
観
し
ま
せ
ん
か

　

出
水
市
の
７
つ
の
公
立
幼
稚
園
で
は
、

「
地
域
に
根
ざ
し
た
幼
稚
園
づ
く
り
」
を

目
指
し
、「
地
域
が
育
む
『
か
ご
し
ま
の

教
育
』
県
民
週
間
」
を
中
心
に
、
公
開
参

観
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
頃
、
公
立
幼
稚
園
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
か
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
公
立
幼
稚
園
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
園
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
詳
し
い
計
画
は
、
各
幼
稚
園
に
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
平
日
の
午
後
３

　

時
～
同
５
時
）

○
西
出
水
小
学
校
附
属
紫
翠
幼
稚
園

　
（
☎
�
２
１
５
８
）

○
東
出
水
小
学
校
附
属
幼
稚
園

　
（
☎
�
２
１
６
３
）

○
米
ノ
津
小
学
校
附
属
幼
稚
園

　
（
☎
�
２
９
３
８
）

○
米
ノ
津
東
小
学
校
附
属
幼
稚
園

　
（
☎
�
１
０
２
３
）

○
切
通
小
学
校
附
属
幼
稚
園

　
（
☎
�
２
９
１
９
）

○
荘
小
学
校
附
属
幼
稚
園

　
（
☎
�
３
６
７
０
）

○
野
田
小
学
校
附
属
幼
稚
園

　
（
☎
�
２
０
６
７
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
☎
�
４
０
７
８
）
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農 林 水 産 業 費 衛　生　費 民　生　費 総　務　費
２万 2,631 円 ４万 9,435 円 15 万 8,164 円 ８万 7,464 円 使用額

4.8% 10.4% 33.3% 18.4% 割　合

農林水産業の振興    市民の健康維持・  
   健康増進

高齢者、子ども、障害
者などの福祉サービス 市の運営事務など

主
な
使
い
道

○農業施設などの整備
○森林整備事業
　（除間伐事業など）
○林道、農道などの整備
○生産基盤整備などの
　県営事業負担金

○ゴミやし尿の処理
○子ども医療費の助成
○各種予防接種
○母子保健事業

○高齢者への生活支援
○障害者への生活支援
○保育所等の運営
○生活保護費の支給
○児童手当の支給

○庁舎や土地などの
　財産管理
○自治会、地域の活
　性化事業
○行政改革の取り組み
○税務事務
○各種選挙の実施

区　分 2015 年度 2014 年度 増減額
歳 入 273 億 4,683 万円 278 億 3,182 万円 △４億 8,499 万円
歳 出 258 億 9,415 万円 265 億 7,691 万円 △６億 8,276 万円
差 引 14 億 5,268 万円 12 億 5,491 万円 １億 9,777 万円
翌年度繰越財源 ３億 5,582 万円 ２億 4,617 万円 １億　965 万円
実 質 収 支 10 億 9,686 万円 10 億 874 万円 8,812 万円

　

２
０
１
５
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
出
決
算

額
は
２
５
８
億
９
４
１
５
万
円
で
す
が
、
こ

れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
47

万
４
８
９
６
円
使
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
お
金
を
使
わ
れ
た
分
野
ご
と
に
分
け
る

と
、
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

歳　入　決　算　の　内　訳
区　　分 2015 年度決算額 2014 年度決算額

自
主
財
源

市 税 52 億　316 万円 51 億 2,699 万円
繰 越 金 12 億 5,491 万円 13 億 3,088 万円
分 担 金 及 び 負 担 金 ３億 3,286 万円 ３億 1,253 万円
使 用 料 及 び 手 数 料 ４億 2,341 万円 ４億 875 万円
繰 入 金 ６億 6,849 万円 ７億 5,809 万円
そ の 他 ６億 6,030 万円 10 億 4,869 万円

依
存
財
源

地 方 交 付 税 102 億 8,353 万円 104 億 1,089 万円
国 庫 支 出 金 32 億 6,432 万円 33 億 350 万円
県 支 出 金 19 億 3,416 万円 17 億 1,430 万円
市 債 19 億 5,600 万円 25 億 750 万円
そ の 他 13 億 6,569 万円 ９億 970 万円

自 主 財 源 合 計 85 億 4,313 万円 89 億 8,593 万円
依 存 財 源 合 計 188 億　370 万円 188 億 4,589 万円
歳 入 合 計 273 億 4,683 万円 278 億 3,182 万円

一般会計の決算って、「市民一人当たり」では、どのくらいお金を使っているの？

　

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
度
一
般

会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
２
７
３

億
４
６
８
３
万
円
、
歳
出
総
額
２
５

８
億
９
４
１
５
万
円
と
な
り
、
歳
入

か
ら
歳
出
を
引
い
た
差
引
額
は
14
億

５
２
６
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
額
か
ら
翌
年
度
へ
の
繰
越
財

源
３
億
５
５
８
２
万
円
を
除
く
と
、

実
質
収
支
は
10
億
９
６
８
６
万
円
と

な
り
、
２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
度

の
実
質
収
支
と
比
べ
る
と
８
８
１
２

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計決算の状況

『一般会計』の決算は次のとおりです。

〔歳入〕

※ 2016 年３月 31 日現在の人口５万 4,526 人を 1 人当たりの基礎として計算してあります。

わかりやすく
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歳出決算の内訳　性質別の区分（何の費用として使ったか）
区　　分 2015 年度決算額 2014 年度決算額

人 件 費 49 億 5,996 万円 49 億 2,608 万円
物 件 費 23 億 9,468 万円 24 億 7,475 万円
維 持 補 修 費 １億 4,716 万円 1 億 6,314 万円
扶 助 費 54 億 3,082 万円 52 億 8,321 万円
補 助 費 等 23 億 2,807 万円 21 億 4,229 万円
普通建設事業費 26 億　158 万円 37 億 9,248 万円
災害復旧事業費 1 億 9,300 万円 1,902 万円
公 債 費 25 億 3,752 万円 28 億 3,346 万円
積 立 金 15 億 4,429 万円 14 億 7,398 万円
投資および出資金 1 億 3,936 万円 １億 2,321 万円
貸 付 金 3 億 5,000 万円 ２億 0 万円
繰 出 金 32 億 6,771 万円 31 億 4,529 万円
歳 出 合 計 258 億 9,415 万円 265 億 7,691 万円
　※各性質の内容については、８ページの用語説明欄を
　　ご覧ください。

歳出決算の内訳　目的別の区分（どの分野に使ったか）
区　　分 2015 年度決算額 2014 年度決算額

議 会 費 2 億 3,045 万円 2 億 2,274 万円
総 務 費 47 億 6,905 万円 48 億 4,609 万円
民 生 費 86 億 2,405 万円 85 億 6,491 万円
衛 生 費 26 億 9,550 万円 26 億 6,200 万円
労 働 費 2,850 万円 2,945 万円
農林水産業費 12 億 3,396 万円 10 億 659 万円
商 工 費 4 億 2,673 万円 2 億 7,956 万円
土 木 費 20 億 9,693 万円 22 億 7,708 万円
消 防 費 ６億 7,996 万円 11 億 3,095 万円
教 育 費 23 億 1,082 万円 27 億 506 万円
災 害 復 旧 費 1 億 5,561 万円 1,902 万円
公 債 費 25 億 3,752 万円 28 億 3,346 万円
諸 支 出 金 １億 507 万円 ０円
歳 出 合 計 258 億 9,415 万円 265 億 7,691 万円

〔歳出〕

性質別 目的別

そ の 他 の 経 費 公　債　費 教　育　費 消　防　費 土　木　費
１万 7,356 円 ４万 6,538 円 ４万 2,380 円 １万 2,470 円 ３万 8,458 円

3.7% 9.8% 8.9% 2.6% 8.1%
議会活動、商業、
観光、災害復旧など 借金の返済 教育や生涯学習の推進 消防、救急業務 道路、公園、住宅の

整備など
○議会運営
○商業の振興
○観光の振興
○災害復旧事業

○市の借金（市債）の
　返済費用

○市立の学校、幼稚園
　などの維持経費
○商業高校の維持経費
○生涯学習の推進
○図書館の管理運営
○青年の家の運営
○スポーツの振興、
　スポーツ施設の管理

○消防業務
○救急業務
○防災対策事業

○市道の整備、維持管理
○公園の整備、維持管理
○公営住宅の整備、維持
　管理
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　本市の財政状況を分かりやすく理解してもらうために、2015 年度の一般会計の決算額を 1 万分の１にして、
家計簿に置き換えました。

一般会計の決算額を、「家計簿」にしてみました！

収　入　合計　273 万 4,683 円　　決算額：273 億 4,683 万円

給料　※労働・サービスなどの代わりにもらうお金 →　市税、負担金など 55 万 3,602 円

家賃収入　※土地や建物などの財産により得る収入 →　使用料、財産収入 6 万 9,842 円

銀行からの借入 →　市債 19 万 5,600 円

預貯金の取り崩し →　（基金などからの）繰入金 6 万 6,849 円
家族からの仕送り　※足りない分を家族が援助するお金 
 →　（国からの）地方交付税、各種交付金 116 万 4,922 円
各種手当、補助金など　※特定の条件により県などから入るお金 
 →　国庫支出金、県支出金 51 万 9,848 円
その他の臨時収入　※臨時的に入るお金 →　手数料、寄附金、繰越金、諸収入 16 万 4,020 円

支　出　合計　258 万 9,415 円　　決算額：258 億 9,415 万円

食費、光熱水費、生活用品 →　人件費、物件費 73 万 5,464 円

医療費、教育費 →　扶助費 54 万 3,081 円

各種会費など　※自治会や習いごとの会費 →　補助費等、投資および出資金 24 万 6,743 円

家や車の修理代 →　維持補修費、災害復旧事業費 3 万 4,017 円

財産の購入　※家の建築、車や家電製品などの購入に必要なお金 →　普通建設事業費 26 万 158 円

預貯金 →　積立金 15 万 4,429 円

家族への仕送り　※親や子どもの生活を援助するお金 →　貸付金、繰出金 36 万 1,771 円

ローンの返済 →　公債費 25 万 3,752 円

― 

用
語
説
明 

―

○
人
件
費

　
職
員
の
給
与
や
議
員
の
報
酬

　
な
ど
の
経
費

○
物
件
費

　
施
設
の
管
理
や
物
品
の
購
入

　
の
た
め
の
経
費

○
扶
助
費

　
市
が
市
民
の
生
活
な
ど
を
援

　
助
す
る
た
め
に
、
市
民
や
団

　
体
に
お
金
や
物
品
を
提
供
す

　
る
た
め
の
経
費

○
補
助
費
等

　
市
が
他
の
地
方
公
共
団
体
や

　
民
間
に
対
し
て
行
う
現
金
的

　
給
付
に
係
る
経
費
。報
償
金
、

　
保
険
料
、
補
助
金
、
負
担
金

　
な
ど

○
普
通
建
設
事
業
費

　

道
路
、
学
校
、
公
園
な
ど
の

　
公
共
施
設
を
建
設
す
る
た
め

　
の
経
費

○
繰
出
金

　
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
な

　
ど
の
一
般
会
計
以
外
の
会
計

　
に
支
出
す
る
た
め
の
経
費

○
公
債
費

　
市
の
借
金
（
市
債
）
の
返
済

　
の
た
め
の
経
費

オータムジャンボ宝くじ　今年の賞金は、１等・前後賞合わせて５億円！
　「オータムジャンボ宝くじ」が、全国の宝くじ売り場で発売されます（１枚 300 円）。この宝くじの収益金は、
市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。
発売期間　９月 26 日（月）～ 10 月 14 日（金）　　抽せん日　10 月 21 日（金）
当せん金　１ 　 　 　 等　３ 億 円× 14 本　　２　等　1,000 万円×　　140 本
　　　　　１ 等 前 後 賞　１ 億 円× 28 本　　３　等　　5,000 円× 140 万本
　　　　　１等組違い賞　10 万円× 1,386 本　　４　等　　 300 円× 1,400 万本

※発売総額 420 億円
（14 ユニットの場合）
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　 2015 年度 2014 年度 類似団体平均 
（2014 年度）

財 政 力 指 数 0.38 0.37 0.63
経常収支比率（％） 89.4 90.5 90.9

「特別会計」の決算は
次のとおりです。

「企業会計」の決算は
次のとおりです。

「主な財政指標」は次のとおりです。

出水市の財政状況を 全国共通の指標 でお知らせします！

「特 別 会 計 」　とは、 
地方公共団体が特定事業の収入をその事業の支出に充て経理を

行う会計で、一般会計とは切り離して考えます。

出水市の企業会計には、
「水道事業」 と 「病院事業」 の２つの会計があります。

特別会計名 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 主な事業の内容
国 民 健 康 保 険 97 億 2,758 万円 97 億 2,758 万円 0 円 自営業者や農林水産業者などが加入

する医療保険を運営するためのもの

後 期 高 齢 者 医 療 ６億 1,578 万円 ６億 1,448 万円 130 万円 75 歳以上の高齢者等の医療保険を
運営するためのもの

介 護 保 険 58 億 914 万円 57 億 1,412 万円 9,502 万円 介護保険を運営するためのもの

交 通 災 害 共 済 1,668 万円 903 万円 765 万円 交通事故で死傷した場合に見舞金を支
払う共済制度を運営するためのもの

下 水 道 12 億 2,553 万円 12 億 2,553 万円 0 円 出水地域の生活雑排水等を浄化処
理するためのもの

特 定 環 境 保 全 
公 共 下 水 道 ４億 6,064 万円 ４億 6,064 万円 0 円 高尾野地域の生活雑排水等を浄化

処理するためのもの

農 業 集 落 排 水 ２億 7,181 万円 ２億 7,181 万円 0 円 野田地域・江内地区の生活雑排水
等を浄化処理するためのもの

地 方 卸 売 市 場 2,245 万円 2,245 万円 0 円 公設地方卸売市場の施設管理を行
うためのもの

企業会計名 収益的収入および支出 資本的収入および支出
収　入 支　出 収　入 支　出

水道事業 8 億 3,511 万円 7 億 9,025 万円 8,773 万円 4 億 1,902 万円

病院事業 46 億 3,125 万円 49 億　432 万円 6 億 3,656 万円 7 億 6,720 万円

収益的収支：企業の経営活動に伴う経常的な収支で、収入はサービスの提供による料金などで、支出は施設を
維持管理するために必要な費用、人件費、減価償却費、借入金の支払利息などです。

資本的収支：企業の建設改良事業に伴う収支で、収入は工事負担金や借入金である企業債などで、支出は施設
を整備充実させるために必要な工事費、人件費、企業債の元金償還金などです。

　経常的な支出に充てられた
財源が、経常的な収入のうち
どれくらいであったかを示す
割合です。比率が低いほど財
政に自由度があることを示し
ます。

　本市と同程度の市（類似団体）
と財政状況を比較するための尺度
で、地方公共団体を「人口」と「産
業構造」で分類しています。
　近隣では、日置市、熊本県宇城
市、宮崎県日向市等が同じ分類と
なっています。

　基準財政収入額（標準的な状態で
入る税収等）を基準財政需要額（標
準的な行政を行ったときに市に必要
とされるお金）で割った数値です。
収入額が需要額より大きいと「１」
を超え、数値が大きいほど財政力が
強いことを示します。
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財政の「健全化判断比率」について
　地方公共団体の財政破綻を未然に防ぐため、2007 年６月に財政の健全性をチェックする「地方公共団体の財
政の健全化に関する法律（財政健全化法）」が制定され、2007 年度決算から財政の健全化に関する指標（健全化
判断比率、資金不足比率）を作成し、公表しています。
　本市の 2015 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。

近隣市および類似団体の状況
近隣市および類似団体の 2014 年度の実質公債費比率と将来負担比率は次のとおりです。

指　　　標 2015 年度 2014 年度

実 質 赤 字 比 率 ― ―
連 結 実 質 赤 字 比 率 ― ―
実 質 公 債 費 比 率 7.7 8.6 
将 来 負 担 比 率 ― ― 
資 金 不 足 比 率 ― ―
水 道 事 業 会 計 ― ―
病 院 事 業 会 計 ― ―
地方卸売市場特別会計 ― ―
下 水 道 特 別 会 計 ― ―
特定環境保全公共下水道特別会計 ― ―
農業集落排水特別会計 ― ―

≪　　近　　　隣　　　市　　≫ ≪　　類　　　似　　　団　　　体　　≫

　 人口 （人） 実質公債費比率 将来負担比率 人口 （人） 実質公債費比率 将来負担比率

出 水 市 55,621 8.6 － 日 置 市 50,822 9.7 24.7 
阿 久 根 市 23,154 8.9 － 日南市 （宮崎県） 57,689 11.9 104.4 
いちき串木野市 31,144 10.8 70.7 日向市 （宮崎県） 63,223 12.7 89.1 
伊 佐 市 29,304 10.9 － 荒尾市 （熊本県） 55,321 11.7 26.1 
水俣市 （熊本県） 26,978 13.0 42.1 宇城市 （熊本県） 61,878 12.2 58.6 
　※　人口は、 2010 年国勢調査によるものです。

「実質公債費比率」とは、借金返済のためのお金が、
通常見込まれる収入に占める割合のことです。
少ないほうがいいんですよ！

― 用語説明 と 解説―
○実質赤字比率
　　一般会計の歳入から歳出を差し引いた額が赤字になる場合
　に、この赤字額が標準財政規模（地方公共団体が標準的な状
　態で、通常見込まれる収入の規模）に占める割合です。本市
　では、歳入から歳出を差し引いた額がプラスなので、実質赤
　字比率は算出されていません。
○連結実質赤字比率
　　実質赤字比率を、公営企業会計などを含めた全会計をもと
　に算出した場合の割合です。本市では、全会計において歳入
　から歳出を差し引いた額がプラスなので、連結実質赤字比率
　は算出されていません。
○将来負担比率
　　この先、負担しなければならないお金が、通常見込まれる
　収入に占める割合のことです。将来の財政を圧迫する可能性
　を示します。本市では、基金（預貯金）積立額の増加などに
　より、将来負担比率は算出されていません。
○資金不足比率
　　公営企業会計ごとに算出されるもので、当該会計に資金の
　不足額がある場合に､ その不足額が料金収入の規模に占める
　割合です。本市では、2015 年度各公営企業会計に資金不足
　が生じなかったことから、資金不足比率は算出されていません。
○早期健全化基準
　　この基準以上になると、早期に改善が必要とされ、財政健全
　化計画を策定し健全化を行います。いわゆるイエローカードです。
○財政再生基準
　　この基準以上になると、財政再生計画の策定が義務付けら
　れ、借金などが国の管理下に置かれるため、自主的な財政運
　営ができなくなります。いわゆるレッドカードです。

10広報いずみ2016（平成28年）10月



　市も一般家庭と同じように土地や建物、自動車、預貯金などの 「財産」 や 「借金」 を持っています。
　これらの財産や借金について、2016 年３月 31 日現在の状況をお知らせします。

会　　計　　名 2015 年度末 
現　在　高

2014 年度末 
現　在　高 増　　減　　額

一　般　会　計 234 億 1,632 万円 237 億 6,399 万円 △３億 4,767 万円

下水道分

下 水 道 特 別 会 計 80 億 4,709 万円 84 億 804 万円 △３億 6,905 万円
特定環境保全公共下水道特別会計 48 億 6,351 万円 49 億 8,458 万円 △１億 2,107 万円
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 16 億 7,466 万円 17 億 3,287 万円 △ 5,821 万円

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計 １億 3,183 万円 １億 5,097 万円 △ 1,914 万円

企業会計
水　道　事　業 42 億 6,341 万円 44 億 335 万円 △１億 3,994 万円
病　院　事　業 29 億 1,761 万円 32 億 6,183 万円 △３億 4,422 万円

　主な会計の市債残高の推移は、次のグラフのとおりです。

区　分 2015 年度末現在高 備　　　　　　　　　　考

土 地 
（ う ち 山 林 ）

3,286 万 9,905㎡
（2,898 万 5,280㎡） 土地のうち、主なものは山林です。

建 物 31 万 3,456㎡ 建物のうち、主なものは学校、公園、住宅などの施設です。
有 価 証 券 4,588 万円 市が保有している株券です。
出 資 金 1 億 358 万円 各種協会等への出資金です。
貸 付 金 14 億 6,766 万円 特定事業のために市民や別会計の事業にお金の貸し付けを行っているものです。
車 両 177 台 市が保有している公用自動車や消防車両などです。
基 金 208 億 3,139 万円 一般家庭の預貯金に相当するもので、18 の基金があります。

積 立 164 億 2,507 万円 計画的に積み立て、赤字になりそうなときに取り崩したり、特定の事業を行う
ための基金。

果実運用 37 億 7,100 万円 原資は取り崩さず、その利息を使って事業を行う基金。
定額運用 2 億 6,941 万円 一定の金額の基金を原資に、土地を購入したり、貸し付けを行う基金。
特別会計 3 億 6,591 万円 特別会計が積み立てている基金。主に国民健康保険基金。

　財産のうち、積立基金の積立額の推移は、次のグラフのとおりです。

出水市はこんな　　　　を持っています！

　「財産」の状況は次のとおりです。

　「借金（市債）」の状況は次のとおりです。

財産
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高
尾
野
兵
六
踊
り
保
存
会

　

高
尾
野
兵
六
踊
り
は
、
お
よ
そ
２
０
０
年
前
か
ら
旧

高
尾
野
町
内
で
踊
ら
れ
て
い
て
、
毎
年
、
紫
尾
神
社
の

秋
祭
り
で
奉
納
し
て
い
る
ほ
か
、
九
州
各
地
で
催
さ
れ

る
郷
土
芸
能
大
会
な
ど
で
も
披
露
し
て
い
ま
す
。
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
て
、
メ
ン
バ
ー

は
市
内
の
20
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
青
年
有
志
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
大
石
兵
六
と
い
う
薩
摩
藩
の
武
士
が
、
吉

野
の
原
で
人
を
化
か
す
狐
を
退
治
し
た
話
を
、
オ
ペ
ラ

の
よ
う
な
劇
風
の
踊
り
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
鹿
児
島

弁
を
交
え
勇
壮
か
つ
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
舞
い
ま
す
。
踊
り

は
、
大
石
兵
六
、
兵
児
数
十
人
、
狐
の
化
け
た
怪
物
、

老
父
、
娘
、
庄
屋
、
捕
り
手
、
和
尚
、
小
僧
な
ど
が
登

場
し
、「
新し
ん
か
ん
ば
し
う
え

上
橋
上
の
評
定
」 「
吉
野
原
の
段
」「
兵
六
凱

旋
の
段
」
の
３
場
か
ら
な
り
、
県
内
に
残
る
兵
六
踊
り

の
中
で
も
っ
と
も
原
形
に
近
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

上
水
流
棒
踊
り
保
存
会

　

上
水
流
棒
踊
り
は
、
上
水
流
地
区
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
棒
踊
り
で
す
。
戦
後
長
い
間
途
絶
え
て
い
ま

し
た
が
、
１
９
８
７
年
に
復
活
し
て
伝
承
さ
れ
て
い

ま
す
。
棒
踊
り
の
起
源
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
上
水

流
棒
踊
り
は
、
薩
摩
藩
が
尚
武
の
方
策
と
し
て
示
現

流
の
剣
術
を
棒
術
に
取
り
入
れ
て
奨
励
し
た
も
の
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
内
に
残
る
棒
踊
り
は
、
鎌
、
六
尺
棒
、
三
尺
棒

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
上

水
流
棒
踊
り
は
、
六
尺
棒
の
み
で
構
成
さ
れ
る
珍
し

い
棒
踊
り
で
、
浴
衣
に
色
と
り
ど
り
の
長
め
の
タ
ス

キ
を
か
け
、
鉢
巻
、
わ
ら
じ
の
衣
装
で
六
尺
棒
を
持

ち
、
歌
に
合
わ
せ
て
向
き
合
っ
て
打
ち
合
い
ま
す
。

　

紫
尾
神
社
の
秋
祭
り
で
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
市
内

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
て
、

活
発
な
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
水
流
・
下
山
新
銭
ご
ま
踊
り
保
存
会

　

東
水
流
・
下
山
新
銭
ご
ま
踊
り
は
、
お
よ
そ
１
５
０

年
前
の
幕
末
の
頃
か
ら
伝
わ
り
、
家
を
新
築
し
た
時
、

完
成
を
祝
う
た
め
に
踊
ら
れ
て
き
た
郷
土
芸
能
で
、
当

時
は
「
銭
ご
ま
踊
り
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
40
年
余
り
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
村
お
こ

し
の
一
環
と
し
て
復
活
の
機
運
が
高
ま
り
、
１
９
８
５

年
度
に
保
存
会
を
結
成
、「
銭
ご
ま
踊
り
」
に
「
新
」

を
付
け
「
新
銭
ご
ま
踊
り
」
と
し
て
復
活
し
ま
し
た
。

　

踊
り
は
、
唄
、
三
味
線
、
太
鼓
、
拍
子
木
、
踊
り
手

か
ら
な
り
、
踊
り
手
は
、
ね
じ
り
鉢
巻
き
、
法
被
、
水

色
の
手
甲
、
脚き
ゃ
は
ん絆
を
付
け
わ
ら
じ
を
履
き
、
手
に
銭
な

ど
を
詰
め
た
竹
筒
を
持
ち
、「
こ
こ
の
屋
敷
は
め
で
た

い
屋
敷
、
鶴
と
亀
が
舞
い
遊
ぶ
」
と
軽
や
か
に
舞
い
始

め
ま
す
。

　

紫
尾
神
社
の
秋
祭
り
で
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
現
在
も

地
域
の
新
築
の
家
の
完
成
を
祝
い
踊
ら
れ
て
い
ま
す
。

江
内
山
田
楽
保
存
会

　

江
内
山
田
楽
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
出
水
地
頭
で
あ
っ

た
山
田
昌
巖
が
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
小こ
の
ぼ
り
が
く

幟
楽
を
取
り

入
れ
て
、
出
征
と
が
い
旋
の
形
を
太
鼓
踊
り
に
編
み
踊
ら

せ
た
の
で
、
山
田
楽
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

踊
り
の
構
成
は
鉦か
ね

打
ち
、
太
鼓
打
ち
か
ら
な
り
、
鉦
打

ち
は
、
か
す
り
の
着
物
を
着
流
し
、
頭
に
は
白
い
弊
紙
を

ま
わ
り
に
垂
ら
し
た
「
ち
ろ
り
笠
」
を
被
り
ま
す
。
太
鼓

打
ち
は
宮
太
鼓
と
柴
太
鼓
か
ら
な
り
、
宮
太
鼓
は
、
か
す

り
の
着
物
に
タ
ス
キ
を
掛
け
、
太
鼓
を
胸
に
吊
る
し
、
毛

笠
を
被
り
ま
す
。
柴
太
鼓
は
、
背
中
に
ち
ろ
り
を
つ
け
た

柴
を
高
く
背
負
い
小
太
鼓
を
前
に
吊
る
し
ま
す
。

　

鉦
、
太
鼓
に
合
わ
せ
、
勇
壮
で
軽
や
か
な
足
さ
ば
き
で

さ
ま
ざ
ま
な
陣
形
を
形
作
り
な
が
ら
踊
り
ま
す
。

　

江
内
山
田
楽
保
存
会
の
方
々
を
指
導
者
と
し
て
、
江
内

小
学
校
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
行
事
を
始
め
、
各

イ
ベ
ン
ト
等
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

市制施行 10 周年記念事業「わがまち郷土芸能大会」
　12 月 11 日（日）に市文化会館、文化会館駐車場で「わがまち郷土芸能大会」を開催します。
　当日は、12 の郷土芸能団体が出演します。先月に続き出演する団体を紹介します。
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小
腸
内
視
鏡
検
査
の
ご
紹
介

　

副
院
長
・
消
化
器
疾
患

セ
ン
タ
ー
長　

藤
田　

浩

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
消
化
器
疾
患
セ

ン
タ
ー
で
は
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
内
視
鏡
を

用
い
て
腹
部
の
検
査
・
治
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
般
的
な
も
の
は
上
部
消
化
管
内
視
鏡

（
胃
カ
メ
ラ
）
と
下
部
消
化
管
内
視
鏡
（
大

腸
カ
メ
ラ
）
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
十
二
指

腸
内
視
鏡
（
胆
膵
内
視
鏡
）
や
小
腸
内
視
鏡

が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
一
般
の
皆
さ
ん
に
な
じ
み
の
薄

い
小
腸
内
視
鏡
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
腸
は
か
つ
て
「
暗
黒
大
陸
」
と
言
わ
れ
、

詳
細
な
検
査
を
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
な

部
位
で
し
た
。
そ
の
原
因
は
約
７
㍍
に
も
及

ぶ
長
さ
と
腹
壁
に
固
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
た
わ
み
易
い
と
い
う
小
腸
の
持
つ
特
徴
に

よ
る
も
の
で
し
た
。

ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
小
腸
内
視
鏡

　

従
来
の
小
腸
内
視
鏡
検
査
は
、
患
者
さ
ん

の
苦
痛
を
伴
っ
た
り
、
部
分
的
に
し
か
観
察

で
き
な
か
っ
た
り
と
不
完
全
な
検
査
法
だ
っ

た
た
め
、
限
ら
れ
た
場
合
に
し
か
行
わ
れ
ず

普
及
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
状
況

を
一
変
さ
せ
た
の
が
、
ダ
ブ
ル
バ
ル
ー
ン
小

腸
内
視
鏡（
以
下
Ｄ
Ｂ
Ｅ
）（
写
真
１
）で
す
。

　

こ
の
方
法
は
、
内
視
鏡
の
先
端
に
取
り
付

け
た
２
つ
の
風
船
を
交
互
に
膨
ら
ま
せ
る
こ

と
で
、
腸
を
束
ね
て
、
最
短
距
離
で
先
に
進

む
と
い
う
画
期
的
な
方
法
で
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｅ
を

用
い
る
こ
と
で
全
小
腸
の
観
察
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｅ
は
２
０
０
４
年
に
発
売
さ
れ
ま
し

た
が
、
当
院
で
は
県
内
で
も
ま
だ
導
入
施
設

が
少
な
か
っ
た
２
０
１
２
年
か
ら
こ
の
内
視

鏡
を
用
い
た
小
腸
検
査
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
４
年
間
に
延
べ
15
人
の
患
者
さ

ん
に
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
内
視
鏡
が
特
に
優
れ
て
い
る
点
は
、

単
に
小
腸
の
病
気
を
発
見
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
処
置
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
点
で
す
。
例
え
ば
Ｄ
Ｂ
Ｅ
で
小
腸
が
ん
を

発
見
し
、
そ
の
場
で
生
検
（
組
織
を
一
部
採

取
し
て
顕
微
鏡
診
断
の
検
査
に
出
す
こ
と
）

を
行
う
こ
と
で
確
定
診
断
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
血
管
性
病
変
の
止
血
術
を
行
っ
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ポ
リ
ー

プ
を
切
除
し
た
り
、
狭
さ
く
部
分
の
バ
ル
ー

ン
拡
張
術
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
手
術
で
小
腸
切
除
が
必
要
だ
っ

た
病
気
の
一
部
は
、
手
術
す
る
こ
と
な
く

治
療
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡

　

小
腸
内
視
鏡
に
は
、
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡

（
以
下
Ｃ
Ｅ
）（
写
真
２
）
も
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
２
０
０
７
年
に
保
険
適
用
と
な

り
、
徐
々
に
普
及
し
て
き
て
い
ま
す
。
当

院
で
も
今
年
か
ら
検
査
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

Ｃ
Ｅ
の
最
大
の
特
徴
は
苦
痛
が
な
い
こ

と
で
す
。
26
×
11
ミ
リ
㍍
、
３
・
45
㌘
の

カ
プ
セ
ル
型
の
機
械
を
飲
み
込
む
だ
け
で

１
秒
間
に
２
枚
ず
つ
約
15
時
間
、
腸
の
中

を
撮
影
し
続
け
ま
す
（
写
真
３
）。
カ
プ

セ
ル
は
使
い
捨
て
で
、
便
と
と
も
に
自
然

に
排
出
さ
れ
ま
す
。
Ｄ
Ｂ
Ｅ
の
よ
う
に
生

検
し
た
り
止
血
処
置
を
お
こ
な
っ
た
り
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
苦
痛
な
く
腸
の
自
然
な

状
態
を
観
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

原
因
不
明
の
消
化
管
出
血
が
あ
る
患
者

さ
ん
の
場
合
、
い
き
な
り
Ｄ
Ｂ
Ｅ
を
行
う

と
長
い
腸
の
中
か
ら
出
血
部
位
を
探
し
出

す
の
に
た
い
へ
ん
苦
労
を
し
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
Ｃ
Ｅ
で
小
腸
全
体
を
観
察
し
て
、

ど
の
あ
た
り
の
ど
の
よ
う
な
病
変
か
ら
出

血
し
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
の
に
非
常

に
有
効
で
す
。

お
わ
り
に

　

当
院
で
は
こ
の
２
つ（
Ｄ
Ｂ
Ｅ
と
Ｃ
Ｅ
）

の
小
腸
内
視
鏡
の
利
点
を
う
ま
く
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん

に
最
適
な
方
法
で
検
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
通
常
の
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
は

も
ち
ろ
ん
、
小
腸
の
病
気
に
つ
い
て
も
精

密
検
査
が
可
能
な
消
化
器
疾
患
セ
ン
タ
ー

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
本
年
４
月
か
ら
、
消
化
器
内
科
医
師
が

１
人
増
員
と
な
り
、
４
人
体
制
に
な
り
ま

し
た

写真１：ダブルバルーン小腸内視鏡

写
真
２

：

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡

写
真
３

：

カ
プ
セ
ル
内
視
鏡

　
の
内
服

内視鏡室
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上
場
高
原
行
き
コ
ス
モ
ス
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
（
出
水
ふ
れ
あ
い
バ
ス

大
川
内
便
の
臨
時
便
）
を
運
行
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
日　
10
月
８
日
（
土
）
～
同

　

10
日
（
月
・
祝
）
の
３
日
間

運
賃　
２
０
０
円
（
片
道
）

※
小
学
生
・
障
害
者
は
半
額

問
い
合
わ
せ
先　
南
国
交
通（
株
）

　

出
水
営
業
所
（
�
１
６
２
６
）

　

本
庁
企
画
課
企
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

　

小
原
地
区
で
、
味
噌
な
め
て
ま

つ
り
「
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、

人
力
で
農
地
を
開
い
た
先
人
の
開

墾
当
時
の
苦
難
を
し
の
び
、
地
区

民
や
周
辺
住
民
で
そ
の
年
の
収
穫

を
感
謝
の
気
持
ち
で
喜
び
を
分
か

ち
合
う
祭
り
で
す
。

　

当
日
は
、
伝
統
芸
能
「
小
原
山

新
地
節
」
の
披
露
や
餅
投
げ
、
新

米
お
に
ぎ
り
や
手
作
り
味
噌
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
ま
す
。

 

10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

 

小
原
地
区
み
そ
な
め
て
の
碑

　

公
園
（
雨
天
時
は
青
年
の
家
体

　

育
館
）

 

小
原
地
区
む
ら
づ
く
り
実
行

　

委
員
会
（
☎
�
３
８
５
６
）

　

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業
振
興

　

係
（
☎
�
５
４
２
４
）

開
所
式
（

・

）

　

10
月
２
日 

　

宮
路
邸
（
午
後
２
時
）

　

三
原
邸
（
午
後
２
時
40
分
）

 

無
料

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
が
、
11
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
当
日
は
、
開
会
式
が
行
わ
れ

ま
す
。

開
館
期
間　
11
月
１
日
～
２
０
１

　

７
年
３
月
26
日

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
館
料

　

大　

人　
　
　

２
１
０
円

　

中
学
生
以
下　

１
０
０
円

※
11
月
１
日
の
み
無
料

開
所
式

 

11
月
１
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

 

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

内
容　
ツ
ル
供
養
、
紅
白
も
ち
投

　

げ
、
鹿
島
保
育
園
園
児
に
よ
る

　

太
鼓
、
ご
当
地
ソ
ン
グ

※
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
策

　

と
し
て
車
両
用
消
毒
槽
を
設
置

　

し
ま
す
の
で
、ご
来
館
の
際
は
、

　

消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 

（
一
社
）
出
水
市
観
光
協
会

　
（
☎
�
３
０
３
０
）

　

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー　
　

　
（
☎
�
５
１
５
１
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン

味
噌
な
め
て
ま
つ
り

「
収
穫
祭
」

一
般
公
開

○
宮
路
邸
（
麓
町
18
番
35
号
）

○
三
原
邸
（
麓
町
10
番
８
号
）

※
公
開
は
予
約
制
で
す
。
原
則
と

　

し
て
、
土
・
日
、
祝
日
の
午
前

　

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
邸

　

内
の
庭
を
公
開
し
ま
す
。

※
来
邸
を
ご
希
望
の
方
は
、
３
日

　

前
ま
で
に
竹
添
邸
（
☎
�
５
５

　

０
５
）
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
出
水

　

麓
街
な
み
保
存
会（
管
理
団
体
）

　
（
☎
０
９
０

－

４
７
５
１

－

３

　

２
９
９
）

　

大
川
内
地
区
で
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
、
み
そ
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
を

展
示
・
販
売
す
る
大
川
内
ふ
る
さ

と
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
飲

食
ブ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
、
皆
さ
ま

を
温
か
く
お
迎
え
し
ま
す
。

　

上
場
高
原
の
コ
ス
モ
ス
観
賞
に

合
わ
せ
て
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

 

10
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

青
葉
い
ず
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー（
上
大
川
内
３
６
８
１
番
地
）

内
容　
地
元
産
品
販
売
、
各
種
飲

　

食
ブ
ー
ス
、
看
護
師
に
よ
る
健

　

康
診
断
な
ど

 

大
川
内
ふ
る
さ
と
収
穫
祭
実

　

行
委
員
会
（
☎
�
２
２
９
０
）

麓
武
家
屋
敷
群「
宮
路
邸
」

「
三
原
邸
」
の
庭
を
公
開

　

有
用
微
生
物
群
（
Ｅ
Ｍ
）
を
利

用
し
た
、
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
方

法
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

 

10
月
11
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
中
央
公
民
館

　

 

学
習
室
３
・
４

 

無
料

内
容

○
有
用
微
生
物
群
（
Ｅ
Ｍ
）
と
は

○
生
ご
み
堆
肥
化
（
自
家
処
理
、

　

地
域
内
処
理
）
の
意
義

○
生
ご
み
の
堆
肥
化
の
方
法
（
コ

　

ン
ポ
ス
ト
、
ボ
カ
シ
容
器
、
電

　

気
式
ほ
か
）

講
師　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
生
ご
み
は
燃
や
し

　

ま
せ
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

理
事
長　

山
下 

浩　

氏

 

事
前
に
生
活
環
境
課
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
　

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

講
習
会
を
開
催

大
川
内
ふ
る
さ
と
収
穫
祭

バ
ス
に
乗
っ
て
コ
ス
モ
ス

を
見
に
行
こ
う

運行時刻

　バス停

午前便 午後便

往路 復路 往路 復路

出水バスセンター 10：00 13：13 13：30 16：13

出水駅 10：00 13：11 13：30 16：11

郵便局前 10：04 13：08 13：34 16：08

出水本町 10：05 13：09 13：35 16：09

上場校下 10：42 12：30 14：12 15：30
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市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

へ
の
報
告
と
意
見
交
換
の
た
め

に
、
議
会
報
告
会
と
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
す
。

 

10
月
12
日
（
水
）

　

午
後
７
時
～
同
８
時
30
分

 ○
中
央
公
民
館　

小
ホ
ー
ル

○
大
川
内
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

セ
ン
タ
ー　

和
室

○
米
ノ
津
公
会
堂　

大
ホ
ー
ル

議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会
を
開
催

　

水
俣
病
の
犠
牲
と
な
っ
て
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
へ
慰
霊
の
祈
り
を

さ
さ
げ
、
環
境
の
再
生
や
創
造
を

誓
う
「
水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

10
月
29
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

 

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
親
水
緑
地

　
「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
前

「
水
俣
病
慰
霊
の
碑
」
奉
納

名
簿
の
受
け
付
け

　

水
俣
病
資
料
館
で
は
、
慰
霊
式

で
慰
霊
の
碑
に
奉
納
す
る
名
簿
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
込
者
（
遺
族
）
に
は
、
後

日
、
慰
霊
式
の
案
内
状
を
送
付
し

ま
す
。

対
象
者　
水
俣
病
認
定
患
者
で
亡

　

く
な
ら
れ
た
方

募
集
期
限　
10
月
７
日
（
金
）

　

午
後
５
時

※
期
限
日
以
降
に
受
け
付
け
た
分

　

は
、
来
年
５
月
に
奉
納

※
申
し
込
み
に
は
印
鑑
が
必
要
で

　

す
。

・
　

水
俣
市
立
水
俣
病
資
料
館

　
（
☎
０
９
６
６

－

６
２

－

２
６

　

２
１
）

　

水
俣
市
役
所
環
境
課
（
☎
０
９

　

６
６

－

６
１

－

１
６
４
７
）

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

 

10
月
13
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
同
８
時
30
分

 ○
高
尾
野
支
所　

大
会
議
室

○
野
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
江
内
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ア　

大
集

　

会
室

※
両
日
と
も
市
内
３
カ
所
で
同
時

　

開
催

※
ご
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し

　

い
た
だ
き
、
ご
意
見
な
ど
を
お

　

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

 

議
会
事
務
局

　
（
☎
�
４
０
７
４
）

おかげさまで 20 回目！！
出水商業デパート

○新商品イチゴあん入りパイ「鶴恋苺（つるこい）」の販売
○北海道利尻高校から仕入れた「利尻島特産品」の販売
○農業機械器具の展示販売、地元特産品の販売
○出水ﾁｱﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞｼﾞｭﾆｱｸﾗﾌﾞ「SUNNYS」の公演　ほか

　

生
徒
が
真
心
を
込
め
た

サ
ー
ビ
ス
で
お
迎
え
し
ま
す

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

出
水
商
業
高
校

　

体
育
館

駐
車
場　
出
水
商
業
高
校
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
、
米
ノ
津
公
会

　

堂
、
米
ノ
津
中
学
校
ロ
ー

　

タ
リ
ー
付
近
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

 

出
水
商
業
高
校

　
（
☎
�
１
０
６
９
）

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス

 

11
月
３
日（
木
）～
同
５
日（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
後
６
時

 

市
内
各
地
（
出
水
駅
、
本
町

　

商
店
街
、麓
（
武
家
屋
敷
ほ
か
）、

　

西
出
水
小
学
校
、
神
酒
造
、
感

　

応
禅
寺
、
野
田
郷
駅
、
加
紫
久

　

利
神
社
）

イ
ベ
ン
ト　
縁
日
イ
ベ
ン
ト
、
Ｂ

　

Ｂ
Ｂ
（Bam

boo Bar

）、
飲
食

　

イ
ベ
ン
ト
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト
な

　

ど
多
数
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

マ
チ
・
テ
ラ
ス
実
行
委
員
会
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

 

10
月
28
日
（
金
）
～
同
31
日

　
（
月
）、
11
月
３
日
（
木
）
～
同

　

６
日
（
日
）

　

各
日
、
午
前
９
時
～
正
午
、
午

　

後
１
時
～
同
５
時
、
午
後
５
時

　

～
同
10
時
、
終
日
等

内
容　

竹
灯
籠
の
設
置
、
警
備
、

　

運
搬
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
・
案
内

　

な
ど

募
集
期
限　
10
月
11
日
（
火
）

※
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務

　

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
実
行
委

　

員
会
事
務
局（
商
工
会
議
所
内
）

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

　

第
２
回
い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス

～
竹
灯
籠
で
つ
な
ぐ
、
世
界
一
へ

の
挑
戦
～
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
10
月
30
日
に
市
陸

上
競
技
場
で
、
本
市
の
人
口
に
相

当
す
る
、
５
万
５
千
本
の
竹
灯
籠

を
設
置
し
て
、
世
界
一
の
竹
灯
籠

数
に
挑
戦
し
ま
す
。
ま
た
、
11
月

３
日
か
ら
３
日
間
、
市
内
各
地
に

竹
灯
籠
を
設
置
し
て
、
市
全
体
を

竹
灯
籠
の
光
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス

（
世
界
一
へ
の
挑
戦
）

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス

世
界
一
へ
の
挑
戦

 

10
月
30
日
（
日
）

　

 

午
後
６
時

 

市
陸
上
競
技
場

※
飲
食
ブ
ー
ス
な
ど
イ

　

ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
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出
水
管
工
事
協
同
組
合
主
催
に

よ
る
集
団
献
血
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

献
血
受
付
時
に
本
人
確
認
を
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
運
転

免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
献
血
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

　

多
く
の
方
の
献
血
へ
の
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

種
類　
４
０
０
ミ
リ
㍑

 

10
月
19
日
（
水
）

　

午
前
９
時
45
分
～
同
11
時
45
分

 

サ
ン
キ
ュ
ー
出
水
店 

駐
車
場

 

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
５
７

－
　

３
１
４
１
）

　

健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

　

内
）
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
２
１
８
５
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で

は
、
８
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
に
メ

モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

メ
モ
リ
ー
は
「
記
憶
」
と
い
う

意
味
で
す
が
、
最
近
「
忘
れ
っ
ぽ

く
な
っ
た
」「
思
い
出
せ
な
い
こ

と
が
多
く
な
っ
た
」
な
ど
で
心
配

さ
れ
て
い
る
方
の
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
父
や
母
が

最
近
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い

る
」
と
お
気
づ
き
の
方
は
、
一
緒

に
メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

記
憶
障
害
は
誰
に
も
起
こ
り
ま

す
が
、
老
化
に
よ
る
正
常
な
「
物

忘
れ
」
と
脳
の
器
質
的
な
病
的
異

常
に
よ
る
「
物
忘
れ
」
の
判
定
が

大
切
で
す
。
特
に
認
知
症
に
よ
る

「
物
忘
れ
」
は
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
早

期
診
断
と
初
期
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
脳
画
像
診
断

等
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
脳
血
流
検
査

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
、
脳
波
）
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
検
査
か
ら
総
合

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

メ
モ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

を
開
設

集
団
献
血
を
実
施

秋
の
自
然
ま
つ
り
第
15
回
青
年
の

家
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
家
族
や
お

友
だ
ち
と
一
緒
に
秋
の
ク
ラ
フ
ト

体
験
!!
～
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

10
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時

　

～
午
後
３
時
30
分

 

青
年
の
家

 

１
製
作
に
つ
き
、
レ
ザ
ー
ク

　

ラ
フ
ト
は
２
０
０
円
、
そ
の
他

　

の
製
作
は
１
０
０
円

対
象
者　
ど
な
た
で
も
（
小
学
３

　

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
子
ど
も
会
や
学
級
な
ど
団
体
で

　

の
参
加
も
可
能
で
す
。

内
容　
次
の
中
か
ら
好
き
な
も
の

　

を
選
ん
で
作
り
ま
す
。

○
ど
ん
ぐ
り
ト
ト
ロ
の
置
物

　
（
限
定
１
０
０
個
）

○
草
木
染
め
（
限
定
80
）

○
竹
ト
ン
ボ

○
プ
ラ
板
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

○
し
お
り
作
り

○
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
（
限
定
80
）

※
複
数
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

　

ど
れ
も
１
～
２
時
間
程
度
か
か

　

り
ま
す
の
で
、
無
理
の
な
い
範

　

囲
で
お
選
び
く
だ
さ
い
。

※
市
内
高
校
の
学
校
紹
介
パ
ネ
ル

　

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
焼
き

　

菓
子
販
売
も
あ
り
ま
す
。

 

10
月
６
日（
木
）ま
で
に
電
話
、

秋
の
ク
ラ
フ
ト
体
験

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
は
、青
年
の
家
の
食
堂【
カ

　

レ
ー
ラ
イ
ス
５
０
０
円
（
小
学

　

生
以
下
４
０
０
円
）】
を
利
用

　

で
き
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
希

　

望
の
有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

　

い
。

・
　

青
年
の
家
（
☎
�
２
１
３

　

５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
１
７
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

seinen_c@
city.

　
izum

i.kagoshim
a.jp

的
に
記
憶
障
害
の
原
因
・
診
断
を

究
明
し
、
適
切
な
記
憶
障
害
の
予

防
と
治
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 

毎
週
火
曜
日

　

午
９
時
30
分
～
正
午

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

１
階
脳
神
経
外
科
外
来
横

定
員　
２
人

※
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ
い

※
か
か
り
つ
け
医
師
の
紹
介
状
が

　

あ
る
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
ご
家
族
の
方
の
同
伴
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

診
察
医　
今
村
純
一
医
師
（
脳
神

　

経
外
科
専
門
医　

日
本
認
知
症

　

学
会
専
門
医　

脳
卒
中
学
会
専

　

門
医
）

・
　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

脳
神
経
外
科
（
☎
�
１
６
１
１
）

新鮮！安い！うまい！
名護新鮮おさかな市

　日時　10 月８日（土）
　　　　午前 11 時
　場所　名護漁港

第
17
回
県
高
学
年
子
ど
も
芸
術
祭

典
「
ち
ゃ
ん
ぷ
る
ー

～
私
が
幽
霊
!?
修
学
旅
行
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

10
月
12
日
（
水
）

　

午
後
７
時
開
演

 

高
尾
野
中
学
校
体
育
館

 

小
学
４
年
生
以
上

　

１
５
０
０
円

　
（
当
日
券
は
３
０
０
円
増
し
）

・
　

出
水
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
５
４
）

子
ど
も
劇
場
開
催
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田
たのうえ

上　博
ひろゆき

幸さん（62）
出水市の好きなところは？
　豊かな自然に恵まれ、人情
豊かで、生活衛生環境も整備
され、快適に過ごせるところ
出水市に望むことは？
　若者の地元定住のために
も、雇用力のある企業等の誘
致を継続して進めてほしい。
　家庭ごみを焼却処分に頼ら
ず、リサイクル日本一の町づ
くりを強力に進めてほしい！

山
やました

下 嘉
か よ こ

代子さん（81）
出水市の好きなところは？
　長く住んでますが、人がら
が素晴らしいところ
出水市に望むことは？
　本町商店街の道路や歩道が
斜めなので整備してほしい。
　バス停に日よけがほしい。
ひと言
　子供やお年寄りに目配り・
気配りを。優しく見守りまし
ょう。

　

高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
10
月
初

旬
に
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　

接
種
希
望
の
方
は
、
市
が
発
行

し
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予
診
票
を
お
持
ち
の
上
、
医
療
機

関
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
原
則
と
し
て
本
人
の
意
思
と
責

任
で
希
望
す
る
場
合
に
の
み
実
施

し
ま
す
。

高
齢
者
対
象
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

 

１
２
０
０
円
（
自
己
負
担
額
）

対
象
者

○
65
歳
以
上
の
高
齢
者
（
接
種
日

　

に
満
65
歳
以
上
の
方
）

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

　

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能

　

に
障
害
を
有
す
る
方
ま
た
は
ヒ

　

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

　

免
疫
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

※
水
俣
・
芦
北
の
協
力
医
療
機
関

　

で
接
種
さ
れ
る
方
は
、
自
己
負

　

担
が
２
２
０
０
円
に
な
り
ま
す

　

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

　

ー
）
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
開
始

　

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

 

10
月
24
日
（
月
）
～
11
月
18

　

日
（
金
）

 

無
料

対
象
者　
２
０
１
６
年
３
月
31
日

　

現
在
で
65
歳
以
上
の
方
（
１
９

　

５
１
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
方
）
で
、
今
年
度
、
胸
部

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け
て
い

　

な
い
方

※
対
象
者
に
は
個
別
に
受
診
票
を

　

送
付
し
ま
す
。
検
診
日
、
検
診

　

会
場
等
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

　

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
検

　

診
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

　

他
会
場
で
の
受
診
も
で
き
ま
す
。

※
今
年
度
、
肺
が
ん
検
診
や
医
療

　

機
関
等
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

　

影
を
さ
れ
た
方
は
、
今
回
は
受

　

診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

　

電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

　

ー
）
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
２
１
８
５
）

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
実
施

第１回歴史講座を開催
　太平洋戦争当時、出水に海軍の飛行場があり特攻
機が飛び立ったことはよく知られていますが、その
歴史などのほかに出水基地を舞台としてどのような
作戦が行われていたのか、あまり知られていません。
　今回、戦争末期に阿久根市脇本海岸で戦死した「紫
電改　剣部隊」隊長林喜重大尉が出水基地で訓練を
行っていたことなど、出水基地の開設から終戦に至
るまでの訓練や作戦について整理して解説します。

 10 月 15 日（土）午後２時～
 中央図書館　研修室

演題　「脇本浜に散った『紫電改　剣部隊』林隊長
　　　　～海軍出水基地の歴史と作戦～」
講師　出水歴史民俗資料館　肱岡　隆夫氏
定員　50 人
受講料　無料
募集期限　10 月 13 日（木）

 直接または電話でお申込みください。

・ 　　出水歴史民俗資料館（☎ 63-0256）
　　　　　中央図書館（☎ 63-2105）

　

市
で
は
、
近
年
全
国
的
に
増
加

し
て
い
る
慢
性
腎
臓
病
に
関
す
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
出
水
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
腎
臓
内
科
の
先

生
が
腎
臓
病
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
講
演
し
て
く
だ
さ
る
ほ
か
、

薬
剤
師
の
先
生
に
よ
る
お
薬
の
話

も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

 

10
月
６
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
同
３
時
40
分

　
（
午
後
０
時
40
分
か
ら
受
け
付
け
）

 

市
中
央
公
民
館　

小
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容

○
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
に

　

つ
い
て
」

講
師　
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

腎
臓
内
科
部
長 

吉
嶺 

陽
造
先

　

生
○
「
お
薬
の
お
話
」

講
師　
あ
す
か
薬
局

　

坂
本 

克
洋 

先
生

 

健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

　

ー
）
健
康
増
進
係

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

腎
臓
病
予
防
と
お
薬
の

話
（
講
演
会
）
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
冬
休
み
期
間
中
の

海
外
研
修
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
事
業
に
よ
り
体
験
内
容
・
日
程
・

　

対
象
学
年
等
が
異
な
り
ま
す
。

内
容　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
英
語
研

　

修
・
文
化
交
流
・
野
外
活
動
等

派
遣
先　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ

　

ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
フ
ィ
リ
ピ

　

ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

日
程　
12
月
24
日
～
１
月
４
日
の

　

う
ち
、
６
～
10
日
間

対
象
者

　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

定
員　
各
グ
ル
ー
プ
15
人

参
加
費

　

23
万
８
千
円
～
42
万
５
千
円

募
集
期
限　
11
月
２
日
（
水
）

※
申
し
込
み
先
着
順

・
　（
資
料
請
求
）

　

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

　

修
協
会

　

〒
１
４
１

－

０
０
３
１

　

東
京
都
品
川
区
西
五
反
田
７

－
　

15 

－

４

　
（
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７

　

２
１
）

冬
休
み
海
外
研
修
交
流

参
加
者
募
集

　

開
発
途
上
国
の
人
々
と
共
に
生

活
し
、
技
術
・
経
験
を
生
か
し
て
、

彼
ら
の
自
助
努
力
を
促
進
さ
せ
る

形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
て
い
く

青
年
海
外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青

年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
た
は
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

　

体
験
談
発
表
・
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

９
月
30
日
（
金
）
～
11
月
４
日

　
（
金
）

体
験
談
発
表
・
説
明
会

（
青
年
・
シ
ニ
ア
合
同
）

 

10
月
５
日　

午
後
７
時

 
鹿
児
島
市
か
ご
し
ま
県
民
交

　

流
セ
ン
タ
ー

※
派
遣
国
や
募
集
分
野
等
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

　
（（
公
財
）
鹿
児
島
県
国
際
交
流

　

協
会
）（
☎
０
９
９

－

２
２
１

　

－

６
６
２
４
）

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.jica.go.jp

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
募
集

　

鹿
児
島
労
働
局
で
は
、
シ
ニ
ア

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業

（
委
託
事
業
）
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
55
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
し
た
技
能
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。

講
習
名　
調
理
補
助
講
習

 

11
月
24
日
、同
25
日
、同
29
日
、

　

同
30
日
、
12
月
２
日
、
同
６
日
、

　

同
７
日
、同
８
日
（
計
８
日
間
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

出
水
保
健
セ
ン
タ
ー

 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

定
員　
20
人

募
集
期
限　
11
月
10
日

講
習
概
要　

調
理
補
助
と
し
て
必

　

要
な
基
本
的
な
知
識
や
実
技
を

　

習
得
し
て
、
再
就
職
を
目
指
す

　

講
習

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。・

　（
株
）
東
京
リ
ー
ガ
ル
マ

　

イ
ン
ド
（
☎
０
９
９

－

２
１
４

　

－

２
１
４
０
）

調
理
補
助
講
習
を
開
催

　

出
水
商
工
会
議
所
女
性
会
で

は
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
「
第
２
回
キ

ュ
ー
ピ
ッ
ト
大
作
戦
～
恋
ひ
恋
ひ

出
水
～
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

11
月
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30

　

分

 

出
水
市
内
の
観
光
地

内
容　
秋
の
も
み
じ
狩
り
、
昼
食

　

会
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
た
交
流
会

募
集
人
数

　

男
性
15
人
、
女
性
15
人

※
25
歳
～
50
歳
程
度
の
独
身
男
女

 

男
性
：
４
５
０
０
円

　

 

女
性
：
３
５
０
０
円

募
集
期
限

　

10
月
11
日
（
火
）
必
着

※
詳
し
く
は
、
出
水
商
工
会
議
所

　

女
性
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
商
工
会
議
所
女
性
会

　

事
務
局（
出
水
商
工
会
議
所
内
）

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

　

出
水
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジhttp

：//w
w

w
.izum

i

－
　

cci.or.jp

婚
活
イ
ベ
ン
ト
第
２
回

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
大
作
戦

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

　

介
護
の
職
場
に
就
職
を
希
望
す

る
一
般
の
方
と
学
生
を
対
象
に
、

県
内
の
介
護
等
職
場
の
人
事
担
当

者
が
個
別
面
談
を
行
い
ま
す
。

　

面
談
の
ほ
か
に
、
求
職
登
録
・

情
報
提
供
・
各
種
相
談
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

履
歴
書
不
要
、
入
退
場
自
由
で

す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

 

10
月
22
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

　
（
求
職
者
受
け
付
け
は
、
午
後

　

０
時
30
分
～
同
３
時
30
分
）

 

薩
摩
川
内
市
総
合
福
祉
会
館

　
（
薩
摩
川
内
市
永
利
町
４
１
０

　

７
番
地
１
）

 

無
料

 

不
要

・
　

鹿
児
島
県
社
会
福
祉
協
議

　

会
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
（
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
所
）

　
（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
番
７

　

号
）（
☎
０
９
９

－

２
５
８

－
　

７
８
８
８
）

介
護
の
職
場

就
職
面
談
会
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市
中
央
図
書
館
で
は
、
お
勧
め

の
本
１
冊
を
持
ち
寄
り
５
分
間
で

本
を
紹
介
し
あ
う
ゲ
ー
ム
「
ビ
ブ

リ
オ
バ
ト
ル
」（
書
評
ゲ
ー
ム
）

の
発
表
者
と
観
戦
者
を
募
集
し
ま

す
。

 

11
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時

 
市
中
央
図
書
館　

研
修
室

 
無
料

対
象
者

　

中
高
生
お
よ
び
一
般
の
方

募
集
人
員　
発
表
者
６
人

　

観
戦
者
40
人
程
度

募
集
期
限　
定
員
に
達
す
る
日

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

・
　

中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

　

野
田
図
書
館
（
☎
�
３
１
０
０
）

　

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
実
行
委

員
会
で
は
、
マ
チ
・
テ
ラ
ス
「
竹

灯
籠
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
参
加
す
る

団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

11
月
３
日
（
木
）
～
同
５
日

　
（
土
）

 

出
水
駅
東
口
芝
生
広
場

 

５
０
０
０
円
（
参
加
料
）

募
集
期
限　
10
月
11
日
（
火
）

※
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
す
る
と
賞

　

金
10
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。
詳

　

し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
実

　

行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
会
議

　

所
内
）（
☎
�
１
３
３
７
）

相
談
内
容

　

相
続
関
係
、
遺
言
書
作
成
、
農

　

地
法
関
係
、
各
種
許
認
可
、
会

　

社
設
立
関
係
、権
利
義
務
関
係
、

　

契
約
書
等
の
作
成
、
交
通
事
故

　

な
ど

※
相
談
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

　

す
。

※
予
約
が
な
く
て
も
相
談
可
能
で

　

す
が
、
予
約
者
が
優
先
と
な
り

　

ま
す
。

・
　

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
出

　

水
支
部

　
（
☎
�
０
６
５
５
（
江
口
））

マ
チ
・
テ
ラ
ス　
コ
ン

テ
ス
ト
作
品
を
募
集

西
にしむら

村　宗
むねあき

章さん（42）
出水市の好きなところは？
　気さくで人懐っこい。
　見知らぬ人にもあいさつ
するところ。
出水市に望むことは？
　昔と違い、低学年児が自ら
出掛けることが難しくなっ
たように思います。気軽に集
える近隣公園や広場などが
近所（住宅地）にも増えると
いいですね。

彌
や な が

永　梨
り か

花さん（22）
出水市の好きなところは？
　ゆったりとしていて、落ち
着く町だなと思います。
出水市に望むことは？
　若い人たちが働きやすく、
帰ってきたいと思えるよう
なまちづくり。
ひと言
　新しい市役所ができるの
が楽しみです。

　

市
中
央
公
民
館
で
、
親
子
で
楽

し
く
リ
ー
ス
作
り
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
今
年
の
冬
は
手
作
り
の

リ
ー
ス
で
お
家
の
玄
関
を
飾
り
ま

せ
ん
か
？

　

父
と
子
・
祖
父
ま
た
は
祖
母
と

孫
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
！

 

12
月
11
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

 

市
中
央
公
民
館　

学
習
室

 

２
０
０
０
円
（
１
家
族
当
た

　

り
材
料
代
と
し
て
）

対
象
者　
小
学
生
以
上
の
児
童
と

　

保
護
者

定
員　
10
組

準
備
す
る
も
の　
せ
ん
定
は
さ
み
、

　

軍
手

募
集
期
限　
10
月
31
日
（
月
）

　

午
後
５
時

 
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
定
員
の
半
数
以
上

　

の
受
講
希
望
者
が
あ
る
場
合
に

　

開
講
し
ま
す
。

※
募
集
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市

　

民
で
あ
っ
て
、
初
め
て
受
講
さ

　

れ
る
方
を
優
先
し
て
抽
選
を
行

　

い
ま
す
。

・
　

市
中
央
公
民
館
（
☎
�
２

　

１
０
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
１
０
５
）

　

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会
出
水
支

部
に
よ
る
無
料
相
談
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

 

10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
受
け
付
け
は
、
午
後
２
時
30

　

分
ま
で
）

 

出
水
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

親
子
で
リ
ー
ス
作
り

講
座

行
政
書
士
会
出
水
支
部

無
料
相
談
会

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

参
加
者
募
集

農業の６次産業化講演会

 10 月 27 日（木）午後６時
 高尾野農村環境改善センター

内容　農業者による加工・販
　　　売や農商工連携による
　　　商品開発や事例紹介等

 高尾野支所農政課農政畜産
　 係（☎ 82 － 5425）
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～
将
来
の
自
分
の
た
め
に
～

　

市
で
は
、
保
健
師
、
看
護
師
等

に
よ
る
健
康
相
談
（
個
別
相
談
）

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
内
各
会

場
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
お
近
く

の
会
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
健
診
結
果
や
血
液
検
査
の
見

方
が
わ
か
ら
な
い
」「
１
日
の
塩

分
摂
取
量
を
確
認
し
た
い
」「
歯

周
病
や
義
歯
な
ど
の
相
談
が
し
た

い
」「
食
事
の
こ
と
に
つ
い
て
栄

養
士
に
聞
い
て
み
た
い
」
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時

　
（
野
田
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の

　

み
午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
）

 

無
料

内
容　
保
健
師
・
看
護
師
に
よ
る

　

個
別
相
談
、
歯
科
衛
生
士
に
よ

　

る
歯
科
相
談
（
日
程
表
の
★
の

　

日
の
み
）、
管
理
栄
養
士
に
よ

　

る
栄
養
相
談
（
●
の
日
の
み
）、

○
血
圧
測
定
、
検
尿
、
体
組
成
測

　

定
、
汁
も
の
塩
分
測
定
、
塩
分

　

摂
取
量
測
定（
早
朝
尿
に
よ
る
）

持
参
す
る
物　
特
に
必
要
あ
り
ま

　

せ
ん
が
、
健
康
手
帳
、
元
気
度

　

ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
手
帳
、
健
診

　

結
果
票
等
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば

　

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

保
健
師
・
看
護
師
等
に

よ
る
健
康
相
談

※
塩
分
摂
取
量
測
定
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ

　

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
汁
も
の
塩
分
測
定
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
み
そ
汁
な
ど
を
持
参

　

し
て
く
だ
さ
い
。

※
出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
随

　

時
相
談
を
受
け
ま
す
が
、
事
前

　

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

　

ー
）
健
康
増
進
係

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

　

県
司
法
書
士
会
、
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
お
よ
び
南
九
州
税
理
士

会
県
連
合
会
で
は
、10
月
１
日「
法

の
日
」
に
ち
な
み
、
無
料
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

 

10
月
15
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

市
中
央
公
民
館

　

学
習
室
３
～
５

 

無
料

※
予
約
不
要
（
先
着
順
）

相
談
内
容　

土
地
建
物
の
登
記
、

　

土
地
の
地
積
・
分
筆
・
測
量
・

　

境
界
、
会
社
の
登
記
、
所
得
税
・

　

贈
与
税
・
相
続
税
・
そ
の
他
税

　

務
一
般
、
遺
言
等
、
成
年
後
見

　

手
続
き
、
裁
判
手
続
や
裁
判
所

　

に
提
出
す
る
書
類
等
、
消
費
者

　

金
融
問
題
・
架
空
請
求
問
題
お

　

よ
び
供
託
に
関
す
る
事
項
な
ど

　
（
司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査

　

士
、
税
理
士
の
業
務
範
囲
に
お

　

け
る
法
律
・
登
記
・
税
金
に
関

　

す
る
内
容
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
９
９

－

２
５
６

－

０
３

　

３
５
）

　

個
別
労
働
関
係
紛
争
処
理
制
度

に
係
る
周
知
月
間
に
合
わ
せ
て
、

解
雇
・
雇
止
め
・
配
置
転
換
・
賃

下
げ
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
の
労
働
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
県
労
働
委
員
会
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

出
張
合
同
相
談
会

 

10
月
20
日
（
木
）
午
前
10
時

　

30
分
～
午
後
３
時
30
分
（
受
け

　

付
け
は
午
後
３
時
ま
で
）

 

川
内
文
化
ホ
ー
ル

日
曜
相
談
会

 

10
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時

　

～
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は
午

　

後
３
時
30
分
ま
で
）

 

鹿
児
島
市
勤
労
者
交
流
セ
ン

　

タ
ー
（
キ
ャ
ン
セ
ビ
ル
７
階
）

定
期
相
談
会

 

10
月
25
日
（
火
）
午
後
２
時

　

30
分
～
午
後
５
時
（
受
け
付
け

　

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

 

鹿
児
島
県
庁
15
階
労
働
委
員

　

会
（
毎
月
第
４
火
曜
日
に
開
催

　

し
て
い
ま
す
）

※
予
約
不
要
（
予
約
す
る
こ
と
も

　

で
き
ま
す
。）

 
無
料
（
い
ず
れ
も
無
料
）

労
働
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催

米ノ津公会堂 高尾野農業者
健康管理センター

江内
カントリーコア

野田
健康増進センター

原則第３木曜日 原則第３金曜日 原則第２木曜日 原則第１月曜日
10月20日 10月21日 ★歯科 10月13日　 10月３日 ★歯科
11月17日 11月18日 11月10日 11月７日
12月15日 ●栄養 12月16日 ●栄養 12月８日 ●栄養 12月５日 ●栄養
１月19日 ★歯科 １月20日 １月12日 ★歯科 １月16日　
２月16日 ２月17日 ★歯科 ２月９日 ２月６日 ★歯科
３月16日 ３月17日 ３月９日　 ３月６日　

法
律
・
登
記
・
税
務

相
談
所
を
開
設

・
　

鹿
児
島
県
労
働
委
員
会
事

　

務
局
（
鹿
児
島
県
庁
15
階
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
９

　

４
３
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
に
よ
る

「
境
界
ト
ラ
ブ
ル
無
料
相
談
所
」

が
開
設
さ
れ
ま
す
。

 

11
月
27
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
受
け
付
け
は
午
後
２
時
30
分

　

ま
で
）

 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支

　

局
１
階
会
議
室
（
薩
摩
川
内
市

　

若
葉
町
４

－ 

24
）

 

無
料

相
談
内
容　
境
界
の
ト
ラ
ブ
ル
相

　

談
、
筆
界
特
定
に
関
す
る
相
談

※
法
務
局
職
員
お
よ
び
土
地
家
屋

　

調
査
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
希
望
の
方
は
、
11
月
25
日

　
（
金
）
ま
で
に
予
約
を
お
願
い

　

し
ま
す
。
相
談
内
容
は
固
く
守

　

ら
れ
ま
す
。

・
　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内

　

支
局
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－
　

２
３
０
０
）

境
界
ト
ラ
ブ
ル
（
土
地

等
）
相
談
所
を
開
設
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市
立
中
央
図
書
館
で
、
夜
の
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

秋
の
夜
の
ひ
と
時
を
、
夜
の
お

は
な
し
会
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

 

10
月
29
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分

 

市
立
中
央
図
書
館

 

無
料

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
本

　

の
貸
し
出
し
な
ど

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、

　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

２
０
１
５
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
１
８
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

定
住
の
た
め
市
外
か
ら
出
水
市
内

に
転
入
し
、
民
間
賃
貸
住
宅
に
お

住
ま
い
の
子
育
て
世
帯
の
方
に
家

賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅

　

市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
が

　

対
象
で
す
。
市
営
住
宅
な
ど
の

　

公
的
賃
貸
住
宅
や
、
社
宅
・
寮

　

な
ど
事
業
主
の
給
与
住
宅
等
は

　

対
象
外
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ

る
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開
設

し
ま
す
。

 

10
月
20
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

 

市
中
央
公
民
館

 

無
料

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
本
市
の
人

権
擁
護
委
員

出
水
地
区

　

荒
木 
妙
子
さ
ん
、

　

黒
田 

恵
子
さ
ん
、

　

井
手
上 

正
弘
さ
ん
、

　

﨑
元 

健
一
さ
ん
、

　

西
尾 

久
子
さ
ん

高
尾
野
地
区

　

家
村 

照
子
さ
ん
、

　

井
手
上 

文
雄
さ
ん

野
田
地
区

　

平
中 

す
み
子
さ
ん
、

　

橋
口 

靖
一
さ
ん

※
委
員
は
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

　

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま

　

し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金

　

係
（
☎
�
４
０
３
８
）

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設

　

予
防
接
種
法
施
行
令
の
一
部
改

正
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が

本
年
10
月
１
日
か
ら
定
期
予
防
接

種
に
な
り
ま
す
。

　

生
後
２
カ
月
か
ら
接
種
を
開
始

し
て
、
１
歳
に
な
る
前
ま
で
に
３

回
の
接
種
を
終
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
１
歳
を
過
ぎ
る
と
、
定
期

接
種
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
予
診
票
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
届
き
ま
し
た
ら
、

医
療
機
関
に
予
約
の
上
、
予
防
接

種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し

て
、
予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
児　
本
年
４
月
１
日
以
降
に

　

生
ま
れ
た
乳
児
（
予
診
票
を
送

　

付
し
ま
す
。）

※
母
子
感
染
予
防
と
し
て
、
Ｂ
型

　

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
ら
れ
た

　

方
は
対
象
外
で
す
。

 

健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ

　

ー
）
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

夜
の
お
は
な
し
会

補
助
対
象
世
帯

○
２
０
１
５
年
４
月
１
日
以
降
、

　

新
た
に
本
市
に
転
入
し
た
世
帯

　

で
あ
る
こ
と
。

○
転
入
時
に
中
学
生
以
下
の
お
子

　

さ
ん
が
い
る
世
帯
ま
た
は
転
入

　

後
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
世
帯

　

で
、
同
一
世
帯
と
し
て
住
民
登

　

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

○
新
た
に
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸

　

借
契
約
を
締
結
し
て
本
市
に
転

　

入
し
、
居
住
を
開
始
し
た
方

※
転
勤
等
に
よ
り
市
外
へ
の
転
出

　

が
想
定
さ
れ
る
方
を
除
く
。

○
中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
と
同

　

一
世
帯
に
属
す
る
二
親
等
以
内

　

の
親
族
が
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃

　

貸
借
契
約
を
締
結
し
て
い
る
こ

　

と
。

○
家
賃
お
よ
び
市
税
等
を
滞
納
し

　

て
い
な
い
こ
と
。

○
居
住
地
の
自
治
会
に
加
入
し
て

　

い
る
こ
と
等

補
助
金
の
計
算
方
法

　

月
額
家
賃
（
住
宅
手
当
、
共
益

　

費
、
駐
車
場
料
等
を
除
く
）
の

　

２
分
の
１

※
月
額
で
上
限
２
万
円

助
成
期
間　
最
大
３
年
間

・
　

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

交
流
・
定
住
促
進
係

　
（
☎
�
４
０
５
９
）

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
の

定
期
接
種
開
始

子
育
て
世
帯
定
住
促
進

家
賃
助
成

　

10
月
17
日
か
ら
同
23
日
ま
で

は
、
行
政
相
談
週
間
で
す
。

　

巡
回
行
政
相
談
所
で
は
、
総
務

省
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
が
、
公
正
・
中
立
の
立
場
で

相
談
を
受
け
ま
す
。
行
政
に
対
す

る
苦
情
、
意
見
や
相
談
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

10
月
21
日
（
金
）

　

時
間
・
場
所
は
、
次
の
表
の
と

　

お
り

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課
庶
務
法
制
係

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

巡
回
行
政
相
談
所
を

開
設

場　所 時　間 相談員

中央公民館 午前10時
　～午後3時

滝本俊治さん
（☎ 63 － 0080）
濵島洋子さん

（☎ 67 － 0235）
高尾野支所
会議室C

午前10時
　～午後3時

中島辰文さん
（☎ 82 － 0424）

野田支所
市民相談室

午前９時
　　～正午

冨田　宏さん
（☎ 84 － 2238）
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

農
業
者
年
金
（
通
常
加
入
）
は
、

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

老
後
の
生
活
へ
の
備
え
に
、
農

業
者
年
金
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

加
入
要
件

○
60
歳
未
満
の
方

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
年
間
60
日
以
上
農
業
従
事
者

保
険
料
の
額

　

月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円

※
千
円
単
位
で
自
由
に
選
択

※
認
定
農
業
者
な
ど
、
一
定
の
要

　

件
を
満
た
す
方
は
、
保
険
料
の

　

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
と
は

　

公
的
年
金
で
あ
り
、
積
立
方
式

　

の
確
定
拠
出
型
年
金
で
す
。
終

　

身
年
金
で
、
80
歳
ま
で
の
保
証

　

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
支
払
っ

　

た
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料

　

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
翌
年
の
１
月
か
ら
12
月
分
ま
で

　

の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す

　

る
、
前
納
納
付
も
可
能
で
す
。

　

前
納
納
付
す
る
場
合
は
、
前
年

　

の
11
月
15
日
ま
で
に
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局
で
は
、
随

農
業
者
年
金
を
ご
存
知

で
す
か

時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

農
業
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
１
３
）（
11
月
14
日

　

以
降
は
、
☎
�
２
１
１
１
（
代

　

表
）
に
お
願
い
し
ま
す
）

　

総
務
省
統
計
局
（
鹿
児
島
県
）

で
は
、
10
月
20
日
現
在
で
社
会
生

活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
が
１
日

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
、
家

事
、
地
域
の
活
動
な
ど
に
費
や
し

て
い
る
か
、
過
去
１
年
間
に
ど
の

よ
う
な
活
動
を
行
っ
た
か
に
つ
い

て
調
査
す
る
も
の
で
、
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
推
進
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）、
少
子
高
齢

化
対
策
な
ど
の
政
策
に
必
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯　
10
月

　

上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
調
査

　

員
が
伺
い
、
調
査
票
を
お
配
り

　

し
ま
す
。

※
よ
り
便
利
に
回
答
し
て
い
た
だ

　

く
た
め
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

　

簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回

　

答
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

　

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

　

き
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

県
統
計
課
人
口
労
働
統
計
係

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
４
８
２
）

～
10
月
は
土
地
月
間
～

　

国
土
利
用
計
画
法
で
、
適
正
な

土
地
利
用
の
た
め
に
、
大
規
模
な

土
地
取
引
は
届
け
出
制
を
設
け
て

い
ま
す
。
大
規
模
な
土
地
の
取
引

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

取
引
の
形
態

　

売
買
、
交
換
、
代
物
弁
済
、
共

　

有
持
分
の
譲
渡
、
営
業
譲
渡
、

　

譲
渡
担
保
、
地
上
権
・
賃
借
権

　

の
設
定
・
譲
渡
、
予
約
完
結
権
・

　

買
戻
権
等
の
譲
渡
（
予
約
で
あ

　

る
場
合
も
含
む
）

取
引
の
規
模

○
都
市
計
画
区
域

　

５
千
平
方
㍍
以
上

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
け
出
が
必
要
で
す

○
都
市
計
画
区
域
以
外
の
区
域

　

１
万
平
方
㍍
以
上

※
個
々
の
面
積
で
は
な
く
、
取
得

　

す
る
土
地
の
合
計
に
よ
り
ま
す
。

届
け
出
者　
土
地
の
権
利
取
得
者

　
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば
買
主
）

届
け
出
期
限　
契
約
（
予
約
を
含

　

む
。）
締
結
日
か
ら
２
週
間
以

　

内
（
契
約
締
結
日
を
含
む
。）

届
け
出
窓
口　
本
庁
企
画
課
（
市

　

を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
け
出

　

ま
す
。
届
け
出
用
紙
は
、
本
庁

　

企
画
課
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

・
　

本
庁
企
画
課
企
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

社
会
生
活
基
本
調
査

高
尾
野
郷
土
館
・
古
城
画
伯
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
館
お
よ
び

野
田
図
書
館
・
史
料
館
の
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

高
尾
野
郷
土
館
・
古
城
画
伯
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
館
と
野
田
図
書
館
・
史

料
館
で
は
、
貴
重
な
歴
史
資
料
を
害
虫
な
ど
か
ら
守
り
、
末
永
く
保
存
・

展
示
し
て
い
く
た
め
に
、
館
内
の
消
毒
・
く
ん
蒸
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
期
間
は
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

臨
時
休
館
の
期
間

○
野
田
図
書
館
・
史
料
館　

10
月
17
日
（
月
）
～
10
月
19
日
（
水
）

○
高
尾
野
郷
土
館
・
古
城
画
伯
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
館

　

10
月
19
日
（
水
）
～
10
月
22
日
（
土
）

※
野
田
図
書
館
正
面
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

期
間
中
に
本
を
返
却
さ
れ
る
場
合
は
、
中
央
図
書
館
お
よ
び
高
尾
野

　

図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

市
中
央
図
書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）」
は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や

外
国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・

在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の

ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。

融
資
額　
お
子
さ
ま
一
人
当
た
り

　

３
５
０
万
円
以
内

金
利　

年
１
・
９
㌫
（
母
子
家
庭

　

の
方
な
ど
は
年
１
・
５
㌫
（
本

　

年
７
月
13
日
現
在
））

返
済
期
間　
15
年
以
内
（
母
子
家

　

庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、「
国

　

の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
５
７
０

－

０
０
８

　

６
５
６
）
ま
た
は
（
☎
０
３

－
　

５
３
２
１

－
８
６
５
６
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

子
ど
も
の
教
育
資
金
を

お
考
え
の
方
へ
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～
婚
活
支
援
に
取
り
組
み
ま
せ
ん

か
～

　

市
で
は
、
少
子
化
の
要
因
の
一

つ
で
あ
る
未
婚
化
・
晩
婚
化
に
対

す
る
取
り
組
み
と
し
て
婚
活
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
う
団
体
等
に
対

し
、
事
業
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　

20
歳
以
上
の
独
身
男
女
が
出
会

　

う
た
め
の
交
流
会
等
で
、
次
の

　

要
件
を
満
た
す
も
の

交
流
会

・
参
加
予
定
者
が
お
お
む
ね
20
人

　

以
上

・
男
女
が
ほ
ぼ
同
数
で
そ
の
過
半

　

数
が
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務

・
参
加
者
を
市
内
外
か
ら
募
集

・
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
、
営

　

利
目
的
で
は
な
い

講
習
会

・
独
身
男
女
ま
た
は
独
身
者
を
子

　

に
持
つ
親
を
対
象

・
市
内
の
施
設
等
を
利
用

・
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
、
営

　

利
目
的
で
は
な
い

補
助
対
象
団
体

○
市
内
に
事
業
所
等
を
有
し
、
主

　

に
市
内
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

　

団
体

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

支
援
し
ま
す

○
宗
教
・
思
想
、
政
治
活
動
等
を

　

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
な

　

い
団
体

○
公
序
良
俗
に
反
し
て
い
な
い
団

　

体
○
営
利
を
目
的
と
し
て
結
婚
相
手

　

紹
介
業
を
営
ん
で
い
な
い
団
体

補
助
対
象
経
費

　

事
業
の
実
施
に
要
す
る
経
費
の

　

う
ち
、講
師
へ
の
旅
費
や
謝
礼
、

　

消
耗
品
代
、
チ
ラ
シ
等
の
印
刷

　

代
、
広
告
宣
伝
代
、
会
場
使
用

　

料
、
講
師
委
託
料
等

※
参
加
者
の
飲
食
代
や
交
通
費
・

　

宿
泊
代
は
対
象
外
で
す
。

補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
合
計
額
の
３
分

　

の
２
以
内
の
額
（
千
円
未
満
の

　

端
数
は
切
り
捨
て
）

※
１
事
業
に
つ
き
上
限
50
万
円　

　
（
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
）

申
請
書
類
等

　

交
付
申
請
書
、
事
業
計
画
書
、

　

収
支
予
算
書
、
団
体
の
概
要
書

　

等
※
申
請
書
類
は
企
画
課
に
備
え
て

　

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

 

本
庁
企
画
課
企
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

※
月
額
で
上
限
２
万
円

　
（
最
長
３
年
間
）

※
本
制
度
は
、
通
学
に
は
利
用
で

　

き
ま
せ
ん
。

支
援
の
条
件

○
市
外
の
事
業
所
に
、
公
共
交
通

　

機
関
（
定
期
券
）
を
利
用
し
て

　

通
勤
し
て
い
る
こ
と

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

○
自
治
会
に
加
入
し
た
方

・
　

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

交
流
・
定
住
促
進
係

　
（
☎
�
４
０
５
９
）

市
内
定
住
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

　

２
０
１
６
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

市
外
か
ら
定
住
の
た
め
出
水
市
内

に
転
入
し
、
本
人
名
義
の
住
宅
を

増
築
ま
た
は
改
築
さ
れ
た
方
に
、

工
事
費
の
15
㌫
を
助
成
し
ま
す
。

※
上
限
15
万
円

補
助
対
象

○
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

定
住
の
た
め
転
入
し
た
方

○
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

自
己
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム　

　
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
が
20
万

　

円
以
上
に
限
る
）
し
た
方

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

○
自
治
会
に
加
入
し
た
方

※
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
日
ま
た
は
転

　

入
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら

　

１
年
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

　

い
。

市
外
通
勤
者
に
対
す
る
支
援

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

定
住
の
た
め
出
水
市
内
に
転
入
し

た
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
転
入
者
以
外
で
も
、
離
職
後
２

　

年
以
内
で
、
か
つ
、
65
歳
未
満

　

の
方
は
利
用
可
能
で
す
。

補
助
金
の
計
算
方
法　
定
期
券
代

　
（
事
業
所
通
勤
手
当
等
を
除
く
）

　

の
２
分
の
１

　

国
税
局
で
は
、
納
税
者
の
方
か

ら
の
個
別
の
取
引
等
（
実
際
に
行

わ
れ
た
取
引
等
の
ほ
か
、
将
来
行

う
予
定
の
取
引
等
）
に
係
る
税
務

上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
照
会
に

対
し
て
、
文
書
に
よ
り
回
答
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
照
会
や
回
答
の
内

容
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w

.nta.go.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０

　

０
）
自
動
音
声
案
内

文
書
回
答
手
続
き

（
国
税
等
）

　

２
０
１
３
年
４
月
１
日
か
ら

２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
に
、

市
外
か
ら
出
水
市
内
に
転
入
さ

れ
、
定
住
を
目
的
と
し
た
住
宅
を

取
得
さ
れ
た
方
に
、
３
年
間
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

☆
１
年
目　

現
金　

20
万
円

☆
２
年
目　

商
品
券
15
万
円

☆
３
年
目　

商
品
券
15
万
円

※
生
計
を
共
に
す
る
15
歳
未
満
の

　

子
ど
も
（
申
請
基
準
日
の
属
す

　

る
年
度
の
４
月
１
日
現
在
）
が

　

い
る
場
合
、
補
助
金
が
２
倍
に

　

な
り
ま
す
。

補
助
対
象

○
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

定
住
の
た
め
転
入
し
た
方

○
２
０
１
９
年
３
月
31
日
ま
で
に

　

住
宅
の
新
築
ま
た
は
新
規
購
入

　
（
住
宅
に
係
る
工
事
費
ま
た
は

　

購
入
費
が
３
０
０
万
円
以
上
の

　

も
の
に
限
る
）
を
し
た
方

○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

○
自
治
会
に
加
入
し
た
方

※
住
宅
取
得
日
ま
た
は
転
入
日
の

　

い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
６
カ
月

　

以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

本
市
へ
の
定
住
を
支
援

し
ま
す
！

市
内
定
住
住
宅
取
得
補
助
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～
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め

に
取
り
組
も
う
～

　

農
地
や
集
落
に
鳥
獣
が
寄
り

付
か
な
い
よ
う
に
、
え
さ
場
を

な
く
し
、
鳥
獣
を
「
寄
せ
付
け

な
い
」
取
り
組
み
を
集
落
ぐ
る

み
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
秋
か

ら
冬
場
に
か
け
て
の
取
り
組
み

が
重
要
で
す
。

　

野
山
に
餌
が
な
く
な
る
冬
期

は
、
鳥
獣
を
寄
せ
付
け
な
い

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
次
の
ポ
イ
ン

ト
に
注
意
し
て
、
鳥
獣
被
害
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

○
農
地
や
集
落
内
の「
え
さ
場
」

　

を
な
く
す

○
放
任
果
樹
等
は
、
せ
ん
定
す

　

る
か
除
去
す
る

○
農
地
周
辺
や
集
落
内
の
「
隠

　

れ
場
所
」
を
な
く
す

○
住
民
が
協
力
し
て
追
い
払
い

　
「
人
慣
れ
」
を
防
ぐ

○
え
さ
場
や
隠
れ
場
所
が
な
い

　

か
、
柵
が
破
れ
て
い
な
い
か

　

な
ど
「
環
境
点
検
」
を
実
施

　

す
る

 

高
尾
野
支
所
農
政
課
農
業

　

振
興
係
（
☎
�
５
４
２
４
）

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

被
害
を
防
ご
う

　

さ
つ
ま
屋
産
業
株
式
会
社
が

運
営
す
る
「
さ
つ
ま
屋
友
の

会
」
は
、
本
年
７
月
27
日
付
け

で
営
業
廃
止
届
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
九
州
経
済
産
業
局
で
割

賦
販
売
法
に
基
づ
く
還
付
手
続

き
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

債
権
の
申
し
出
受
付
期
間

　

９
月
７
日
（
水
）
～
11
月
30

　

日
（
水
）

債
権
の
申
し
出
方
法

○
現
地
受
付　

10
月
３
日（
月
）

　

～
10
月
５
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

　

鹿
児
島
商
工
会
議
所
ビ
ル
４

　

階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
鹿
児
島

　

市
東
千
石
町
１
番
38
号
）

○
郵
送
に
よ
り
申
し
出

　

申
し
出
受
付
期
間
内
（
消
印

　

有
効
）
に
九
州
経
済
産
業
局

　

産
業
部
消
費
経
済
課
へ
郵
送

○
九
州
経
済
産
業
局
へ
持
参

（
郵
送
先
）

九
州
経
済
産
業
局
産
業
部

消
費
経
済
課

（
〒
８
１
２

－

８
５
４
６  

福

岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
丁

目
11
番
１
号
）（
☎
０
９
２

－

４
８
２

－

５
５
６
１
）

さ
つ
ま
屋
友
の
会
の

還
付
手
続
き
開
始

事業名 土地改良事業補助金
助成内容 　補助対象経費の 60～ 75％の補助金を交付
募集期限 　10月 28日（金）（来年度事業を募集）

対象

土地改
良事業
および
農業用
施設

１　１地区当たり事業費の最高額200万円、最低額30万円。
２　地区の農地面積がおおむね0.5～５ヘクタールおよび受益戸数
　３戸以上で、農業経営の振興に著しい効果があり、かつ、緊
　急を要する地区とする。
３　事業の実施基準は、次の条件を満たすこと。
○農道整備事業
　延長は、おおむね30ｍ～300ｍ。有効幅員は２ｍ以上５ｍ以
　内とする。農道舗装は、舗装厚３cm以上。
○橋りょう事業　永久橋とし、幅員は２ｍ以上５ｍ以内。
○暗きょ排水事業
　原則として完全暗きょだが、支線（吸水きょ）は、簡易暗きょ
　でも対象。
○かんがい排水事業　機械用水については、固定施設に限る。
○客土事業　客土量は、10アール当たり10㎥以上とする。
○営農飲雑用水施設整備事業
　水道事業の設置等に関する条例第２条の給水区域外が対象。
　原則として、既設の水源地改修整備で、受益戸数は、おおむね
　５戸以上。

申請者 土地改良区理事長、農地管理組合長等の代表者または自治会長

その他
申請書には、記入要領を添付しますので、ご参照ください。
交付基準等により助成できない場合がありますので、詳しくは担
当窓口にお問い合わせください。

　

市
で
は
、
農
業
生
産
、
農
業
生
活
環

境
向
上
の
た
め
に
実
施
す
る
土
地
改
良

事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
、
事
業
の
実
施
を
希
望
さ
れ

る
と
こ
ろ
は
、
期
限
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
補
助
金
交
付
要
綱
に
事

業
規
模
や
受
益
面
積
等
の
採
択
基
準
を

定
め
て
ま
す
の
で
、
受
益
者
負
担
も
伴

い
ま
す
。
地
区
関
係
者
合
意
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
採
択
基
準
等
に
よ
り
、
採
択
で
き
な

　

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

 

高
尾
野
支
所
農
林
水
産
整
備
課

　

 

基
盤
整
備
係
（
☎
�
５
４
２
９
）

来
年
度
、
事
業
実
施
希
望
の

自
治
会
等
を
募
集

　

私
た
ち
は
、毎
日
の
生
活
で
、

文
書
を
作
成
し
た
り
受
け
取
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

中
に
は
、
印
紙
税
が
掛
か
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

印
紙
税
が
掛
か
る
文
書
は
、

金
銭
借
用
証
書
、
不
動
産
売
買

契
約
書
な
ど
の
契
約
書
の
ほ

か
、
約
束
手
形
、
領
収
書
、
金

銭
の
受
取
通
帳
な
ど
20
種
類
に

分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

印
紙
税
は
、
印
紙
税
の
掛
か

る
文
書
を
作
成
し
た
人
が
、
定

め
ら
れ
た
金
額
の
収
入
印
紙
を

文
書
に
貼
り
付
け
、
こ
れ
に
消

印
を
し
て
納
め
る
税
金
で
す
。

　

文
書
を
作
成
す
る
場
合
は
、

印
紙
税
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
税

務
署
窓
口
に
備
え
付
け
）
等
を

参
考
に
、印
紙
税
が
掛
か
る
か
、

税
額
が
い
く
ら
か
な
ど
を
確
認

し
て
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に

作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

　

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０

　

０
）
※
自
動
音
声
案
内

契
約
書
や
領
収
書
と

印
紙
税
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月　日
午　前 午後

時　間 場　所 時　間 場　所
10月12日
（水） 午前10時～同11時 大川内農業者

トレーニングセンター 午後２時～同３時30分 市中央公民館小ホール

10月13日
（木） 午前10時～同11時30分 出水公会堂 午後２時～同３時30分 社会福祉会館（平和町）

10月14日
（金） 午前10時～同11時30分 米ノ津農村環境

改善センター 午後２時～同３時30分 米ノ津公会堂

10月17日
（月） 午前10時～同11時30分 高尾野支所１階大会議室 －

10月18日
（火） 午前10時～同11時30分 野田支所１階会議室

午後２時～同３時 江内体育館

午後３時30分
　～同４時30分

荘中学校クラブハウ
ス

チンゲン菜のにんにく炒め　（秋野菜レシピ）
　健康いずみ 21 では、「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
今回は、秋野菜を使ったレシピをご紹介します。
　（エネルギー：75kcal、タンパク質：1.7g、脂質：6.1g、炭水化物：3.8g、カルシウム：80㎎、塩分：
0.2g）
　にんにくなどの香りにアクセントのある食材を使うことで、塩分控えめでもおいしく仕上がります。チン
ゲン菜には、皮膚や目の乾燥予防、体の免疫力を高める効果があり、乾燥するこの季節におすすめです。

＞＞作り方
①チンゲン菜は５～６㎝幅に切り、茎は縦に 4 等分に切る。
　たまねぎとにんにくは薄切りにし、ベーコンは１㎝幅に切る。
②フライパンにごま油を熱し、赤唐辛子、にんにくを入れて炒め、
　香りが出てきたらベーコン、たまねぎ、チンゲン菜の茎、葉の順に加え、炒める。
③全体的にしんなりしてきたら、塩・こしょうをふって炒め合わせる。

材料（４人分）
チンゲン菜 300g（３株）
たまねぎ 80g（1/2 個）
ベーコン ３枚（30g）
にんにく １片（５g）
赤唐辛子（お好みで） １本
ごま油 大さじ１
塩・こしょう 少々

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
と
見

込
ま
れ
る
方
に
「
申
請
書
」「
返

送
用
封
筒
」
等
の
書
類
を
郵
送
し

ま
し
た
。
同
封
し
て
あ
る
記
載
例

を
参
考
に
し
て
、
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
押
印
の
上
、
返
送
用

封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

給
付
金
の
概
要
は
、
広
報
い
ず

み
９
月
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
10
月
３
日
（
月
）
～

　

２
０
１
７
年
２
月
28
日
（
火
）

※
本
庁
福
祉
課
で
の
申
請
受
け
付

　

け
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が

　

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
郵
送
で

　

の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
持
参
し
て
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

　

次
の
表
の
と
お
り
出
張
会
場
を

　

設
け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

　

申
請
書
、
印
鑑
、
振
込
先
口
座

　

の
通
帳
（
昨
年
度
の
給
付
金
受

　

取
口
座
か
ら
変
更
の
場
合
）

※
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て
の

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
や
「
個
人

　

情
報
の
搾
取
」
に
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。

 

本
庁
福
祉
課
市
民
福
祉
政
策
係

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

生
き
ビ
ン
（
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び

ん
）
で
あ
る
一
升
び
ん
や
ビ
ー
ル

び
ん
等
以
外
の
び
ん
類
は
駄
び
ん

類
（
ワ
ン
ウ
ェ
イ
）
と
し
て
色
ご

と
に
収
集
さ
れ
、
新
た
な
ガ
ラ
ス

び
ん
や
土
壌
改
良
用
骨
材
、
ろ
過

材
等
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

び
ん
の
色
に
注
意
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
に
出
し
、
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
の
有
効
活
用
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

120

が
ん
の
発
症
予
防
と
重
症
化
予
防

　
「
出
水
市
健
康
増
進
計
画
（
健
康
い
ず
み
21
）」

４
つ
の
基
本
目
標
の
う
ち
の
１
つ「
が
ん
の
発
症
・

重
症
化
予
防
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
死
因
の
第
１
位
は
が
ん
で

あ
り
、
２
０
１
４
年
の
死
亡
原
因
の
25
・
７
㌫
を

占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
に
が
ん
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
が
、市
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
30
㌫
前
後
で
、

国
の
目
標
（
50
㌫
）
に
届
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
「
健
康
い
ず
み
21
」
で
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
（
対
処
）
に
つ
な
げ
る
た
め
に
次
の
よ

う
な
行
動
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

個
人
・
家
庭
に
お
け
る
行
動
計
画

○
年
に
１
回
定
期
健
診
・
が
ん
検
診
を
受
診
し
、

　

健
康
状
態
を
知
り
ま
す
。

○
生
活
習
慣
が
与
え
る
健
康
へ
の
影
響
を
理
解
し
、

　

家
庭
で
健
診
等
の
結
果
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

　

日
常
生
活
を
見
直
し
改
善
し
ま
す
。
ま
た
、
結

　

果
報
告
会
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

○
青
年
期
以
降
は
、
か
か
り
つ
け
医
を
も
っ
て
、

　

病
気
の
発
症
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
病
気

　

の
再
発
・
重
症
化
予
防
の
た
め
に
継
続
し
て
治

　

療
管
理
し
ま
す
。

地
域
・
職
場
に
お
け
る
行
動
計
画

・
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
っ
て
健
診
等
を
受
診
し

　

ま
す
。

・
職
場
で
健
診
等
の
受
診
勧
奨
を
し
ま
す
。

行
政
に
お
け
る
行
動
計
画

・
健
診
等
の
実
施
を
個
別
通
知
・
広
報
紙
・
防

　

災
行
政
無
線
で
周
知
し
ま
す
。

・
受
診
し
や
す
い
健
診
等
の
体
制
を
作
り
ま
す
。

・
各
が
ん
検
診
の
実
施
と
受
診
後
の
健
康
管
理

　

の
支
援
を
し
ま
す
。

・
出
前
講
座
の
実
施
や
健
康
相
談
を
開
催
し
ま

　

す
。

　

が
ん
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
患
者
や
家
族
の
不
安
の
軽
減
や
療
養
中
の

生
活
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
が
ん
に
関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、
各

地
区
に
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
市
内
で
は
出
水

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
地
域
医
療
連
携
室
が
窓

口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の
２
人
に
１
人

は
が
ん
に
な
る
時
代
で
、
が
ん
は
と
て
も
身
近

な
病
気
で
す
。

　

日
頃
か
ら
自
分
自
身
や
周
囲
の
人
の
健
康
に

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

 

市
健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
健
康

　

増
進
係
（
☎
�
２
１
４
８
）

駄
び
ん
類
（
ワ
ン
ウ
ェ
イ
）
の

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
御
協
力
を
！

出
し
方
の
ポ
イ
ン
ト

○
焼
酎
の
５
合
び
ん
は
駄
び
ん
類

　

の
茶
色
の
び
ん
で
出
す
。

○
ふ
た
は
必
ず
と
る
。

○
タ
バ
コ
な
ど
の
異
物
は
入
れ
な

　

い
。

○
紙
の
ラ
ベ
ル
は
そ
の
ま
ま
で
、

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
ラ
ベ
ル
は

　

は
が
す
。

茶色のびん

無色透明のびん

その他の色のびん
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年
金
の
受
給
開
始
年
齢

　

年
金
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
か
つ
厚
生
年
金
の
加
入
期

間
が
1
年
以
上
あ
る
方
は
、
60
歳

代
前
半
か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
が
受
給
で
き
ま
す
。

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は

報
酬
比
例
部
分
と
定
額
部
分
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支
給
開
始

年
齢
は
上
図
の
よ
う
に
生
年
月
日

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
受
給
要
件

は
満
た
し
て
い
て
も
国
民
年
金
加

入
期
間
の
み
の
方
や
厚
生
年
金
加

入
期
間
が
１
年
未
満
の
方
は
基
本

的
に
65
歳
か
ら
の
年
金
受
給
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
の
受
給
開
始
年
齢
は
、
女
性

は
男
性
よ
り
も
５
年
遅
れ
で
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
共
済
年

金
で
は
男
女
同
時
に
支
給
開
始
年

齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
女
性
で
共
済
加
入
期
間
が
あ
る

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

開 催 日
　11 月 24 日（木）野田支所
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手
続き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 2111（内線 147・148）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
は
簡
単
に
物
が

手
に
入
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
利
用
者
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
通
常
手

に
入
り
に
く
い
商
品
が
簡
単
に
購
入
で
き

た
り
、
国
内
よ
り
安
く
入
手
で
き
た
り
す

る
こ
と
か
ら
、
海
外
事
業
者
を
利
用
す
る

方
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
言
葉
の

壁
や
商
習
慣
の
違
い
か
ら
、
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
て
い
ま
す
。

事
例
１　
商
品
が
届
か
な
い

　

海
外
事
業
者
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
音
楽

機
器
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
、「
海
外
か
ら
の
場
合
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
使
用
で
き
な
い
。

入
金
方
法
は
銀
行
振
り
込
み
に
な
る
」
と

連
絡
が
き
た
。

　

指
定
さ
れ
た
海
外
の
銀
行
口
座
に
送
金

し
た
と
こ
ろ
、
商
品
が
届
か
ず
、
そ
れ
以

降
連
絡
が
と
れ
な
く
な
っ
た
。

事
例
２　
模
倣
品
が
届
い
た

　

ブ
ラ
ン
ド
の
財
布
を
購
入
し
よ
う
と
検

索
し
た
と
こ
ろ
、
通
常
よ
り
か
な
り
安
い

価
格
で
売
ら
れ
て
い
る
日
本
語
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
見
つ
け
た
の
で
購
入
し
、
外
国

人
の
個
人
名
義
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
ん

だ
。

　

後
日
、
海
外
か
ら
国
際
便
で
商
品
が
届

い
た
が
、
そ
の
商
品
は
模
倣
品
だ
っ
た
。

事
業
者
に
メ
ー
ル
で
連
絡
し
た
が
、
返
事

は
な
く
、
住
所
や
電
話
番
号
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と
、
模
倣
品

を
販
売
す
る
悪
質
な
海
外
の
事
業
者
だ
と

い
う
口
コ
ミ
が
あ
っ
た
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時30分〜午後５時
　（正午〜午後１時を除く）

　本庁生活環境課内
　（☎63－6203）
※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターにお電話ください。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
の

ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

11 月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

出水市消費生活センター
【相談日時と場所】

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
通
信
販

売
で
は
、
特
定
商
取
引
法
に
よ
り
通
販
業

者
に
対
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
電
話
番
号

等
の
連
絡
先
や
商
品
が
い
つ
引
き
渡
さ
れ

る
か
、
支
払
方
法
、
そ
の
他
の
条
件
等
の

記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
特
約
で
返
品

に
関
す
る
記
載
が
な
い
場
合
に
限
っ
て
、

商
品
到
着
後
、
８
日
間
で
あ
れ
ば
送
料
自

己
負
担
で
返
品
が
で
き
ま
す
。

　

現
金
で
の
前
払
い
は
、
商
品
が
届
か
な

い
、
連
絡
不
能
に
な
る
等
の
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
や
、
警
察
（
警
察
相
談
専
用
電
話

＃
９
１
１
０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

男性 S22.4.2～S24.4.1生
女性 S27.4.2～S29.4.1生 定額部分

男性 S24.4.2～S28.4.1生
女性 S29.4.2～S33.4.1生

男性 S28.4.2～S30.4.1生
女性 S33.4.2～S35.4.1生

男性 S30.4.2～S32.4.1生
女性 S35.4.2～S37.4.1生

男性 S32.4.2～S34.4.1生
女性 S37.4.2～S39.4.1生

男性 S34.4.2～S36.4.1生 報酬比例部分
女性 S39.4.2～S41.4.1生

男性 S36.4.2生　以降
女性 S41.4.2生　以降

老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

報酬比例部分 老齢厚生年金
老齢基礎年金

老齢厚生年金
老齢基礎年金

60歳 65歳 

64歳 

61歳 

62歳 

63歳 

64歳 

65歳 

60歳 

27 広報いずみ2016（平成28年）10月



 
 

   
 
 
 
 

◎ セカンドブック事業で中学生が読み聞かせ！

８月９日（火）に保健センター

で開催されたセカンドブック事

業に、大川内中学校文芸サークル

ハッピークローバーが参加しま

した。 
個性が出てきた子どもたちに

どうしたら絵本に興味を持って

もらえるのかと考え、「一緒に遊

びながらやってみよう。」、「笑顔

が大切なのかな。」など２時間近

く、場所を移動したり、工夫をしながら読み聞かせを行ってくれました。将来、保育士になりたい

という生徒たちもいて、「いい経験になりました。」と言ってくれたことがとても印象的でした。  

◎ ミニ企画展でおはなし会を開催！

クレインパークいずみのミニ企画展「昆虫展」の期間中に、ボラ

ンティアの方や出水商業高校生によるおはなし会を開催しました。

昆虫についての読み聞かせや折り紙遊びなど、楽しい時間を過ごす

ことができたようです。参加してくれた子どもたちはもちろん、高

校生も「充実した時間が過ごせた。」と話してくれました。帰省中

の親子の方が、何度も参加してくださり、ふるさとの良い思い出づ

くりにちょっとだけお役に立てたのかなと思いました。

クレインパークいずみ内には、自由に絵本を読めるコーナーを設置していますので、ご利用く

ださい。

◎ 家読にお勧めします！！

しずかなおはなし サムイル・マルシャーク文、ウラジミル・レーベデフ絵、うちだ りさこ 訳

「ちいさな こえで よむ おはなし。」で始まるロシアの有名なお話です。秋の真夜中の暗い夜

道を父さんと母さんとぼうやのはりねずみが散歩に出かけます。そこで、二匹のおおかみに出会っ

たはりねずみの親子。さあ大変！はりねずみは体を丸くしておおかみと静かに闘います。その時、

犬の遠吠えが聞こえてきて・・・・・・。

秋の夜長に、小さい声で読んでみたくなる１冊です。なぜ、「しずかなおはなし」という題なのか

家族で考えてみるのもいいですね。

「読書活動日本一の 

まちづくり」を目指して  

読書活動に関する問い合わせ先

読書推進課

電話６３－４１２１
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「ドライバーマイルズ｣ ジョン・バーニンガム　作
●「くまさんどこ？」 ジョナサン・ベントレー　作
●「「ごめんなさい」がいっぱい」 くすのき　しげのり　作
●「こんやもバクはねむらない」 澤野　秋文　作
●「わるわるイッサイ」 佐々木　マキ　作
●「パパとママのつかいかた」 ピーター・ベントリー　文
●「たのしいひっこし」 岡田　よしたか　作
●「なつめやしのおむこさん」 市川　里美　作
●「みんなともだち」 二宮　由紀子　作
●「透明犬メイ」 辻　貴司　作

≪中学生・高校生≫

●「空はいまぼくらふたりを中心に」 村上　しいこ　著
●「ダーウィンと旅して」 ジャクリーン・ケリー　作
●「世界を７で数えたら」 ホリー・ゴールドバーグ・スローン　作

≪一般≫

●「四百三十円の神様」 加藤　元　著
●「ドナ・ビボラの爪」　（上・下） 宮本　昌孝　著
●「メビウス・ファクトリー｣ 三崎　亜記　著
●「侍の本分」 佐藤　雅美　著
●「朝からスキャンダル」 酒井　順子　著
●「危険なビーナス」 東野　圭吾　著
●「猿の見る夢｣ 桐野　夏生　著
●「女子的生活」 坂木　司　著
●「ゆけ、おりょう」 門井　慶喜　著
●「ベルサイユの秘密」 鯨　統一郎　著
●「４０歳の言いわけ」 斉木　香津　著
●「作家刑事毒島」 中山　七里　著
●「よっつ屋根の下｣ 大崎　梢　著
●「あおぞら町　春子さんの冒険と推理」 柴田　よしき　著
●「柳屋商店開店中」 柳　広司　著

図書館名
（電話番号） 開館時間 10月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

17日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時

21日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）
17 ～ 19 日、21 日
（くん蒸のため）

10 月　移動図書館運行表
ステーション名 運行時間

運行日

10 月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

４日
18日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
５日
19日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下）14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30～10：50

６日
20日

上場集落 13：45～14：05
宮之元集落 14：25～14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55～15：15
不動野集落 15：25～15：45

第４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00～10：20
13日
27日

受口自治公民館 10：40～11：00
屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

14日
28日

元町自治公民館 10：15～10：35
今釜西自治公民館 10：50～11：10
鶴水園 14：10～14：40
加紫久利住宅広場 14：55～15：15
米ノ津駅前広場 15：25～15：45

10 月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

５、12、19、26日
午後４時～

夜のおなはし会 29日（金）
午後６時30分～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

３、10、17、24、31日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

11、25日（火）
午前10時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

６、13、20、27日
午後４時～

だっこでギュッ ６日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（日）
午後７時～

～　ある日の図書館　～

　高尾野図書館と高尾野郷土館の夏休み合同特別企画
として「タイムスリップよみきかせ」と題し、昔話の読
み聞かせとおはなしに出てきた古い道具を実際に見て
使い方を学びました。
　最後は木陰に移動して大型紙芝居を楽しみました。

＜ タイムスリップよみきかせ ＞

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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　８月10日（水）、防犯パトロール隊と

警察車両による「お盆ブルーラン」を実施

しました。

　帰省客が多くなるお盆を前に、市民の防犯意識の向

上を図るために毎年実施しているものです。

　当日は、出発式の後、地区毎に隊列を組んで青色回

転灯や赤色回転灯を回しながら市内を巡回しました。

　ボランティアの皆さん、ありがとうございました。

男

女

男

女

男

女

（県内総数：709件）

※４３市町村の内、１０町村は認知件数が無い。

計

20～6 計

■時間帯別

月  時 8～11 18～1912～14

計

日 月 火 水

未就学

小学生

中学生

その他の男女

木 金 土 不明

■曜日別

区分 　曜日 計

割 合(%)

鹿児島市 霧島市 鹿屋市

□市町村別（県内43市町村の内、件数が多い順）

（暫定値）

＜平成２８年１０月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

２０１６年

＜出水警察署管内＞　　　　   　

発生件数 死　者 負傷者

薩摩川内市 日置市 指宿市 南九州市 出水市市町村名

認知件数

※（　）内の数字は前年同期比

問い合わせ先 出水市防犯協会：６３－１５００

２０１６年
８　月  中

累　　　計

お盆ブルーランを実施

【振り込め詐欺】＜ 件：約 万円＞

○オレオレ詐欺 １件：約 万円

○架空請求詐欺 件：約 万円

○融資保証金詐欺 １件：約 万円

○還付金詐欺 １件：約 万円

【振り込め詐欺以外】＜８件：約 万円＞

○金融商品等取引名目

７件：約 万円

○ギャンブル必勝法情報提供名目

１件：約 万円

うそ電話詐欺の認知状況（県内：８月末現在）

声掛け・つきまとい等認知状況
（ 年中：県内）

発生件数 死　者 負傷者

2 0 1 6年
８ 月 中

17 件
（＋３）

０人
（±０）

20 人
（＋５）

2 0 1 6年
累 計

147 件
（－６）

０人
（－１）

184 人
（－ 10）

※　（　）内の数字は前年同期比

交通事故発生状況
<出水警察署管内>　　　　　　　　　（暫定値）

出水市防犯協会☎ 63 － 1500問い合わせ先
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　８月23日、出水消防署で一般消防協力者表彰が行
われ、吉田和広氏（上水流自治会）と松尾幸信氏（同
自治会）に感謝状が贈られました。
　２人は、自治会対抗野球大会の後、公民館で食事
中の30代の男性が急に倒れたことに気付き、すぐ
119番通報を依頼。救急車が到着するまで心肺蘇生
法を継続しました。感謝状は、この人命救助への多
大な功績に対して贈られたものです。
　この男性は、約１カ月で無事退院されました。

塩
焼
き
お
い
し
い
！

高
尾
野
川
で
ア
ユ
と
り
体
験

　原作者岡野雄一氏が描いた認知症の母との切なく
ユーモラスな漫画を舞台化した「ペコロスの母に会
いに行く」が８月７日、市文化会館で開催されまし
た。女優の藤田弓子さんやタレントの東国原英夫さ
んなど多くの出演者が「認知症」というテーマを快演
され、会場全体に共感を呼びました。フィナーレで
は、カーテンコールに応えて出演者全員がステージ
に登場し盛り上がりを見せました。

心
温
ま
る
ス
テ
ー
ジ

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く

　８月21日、高尾野川でアユとりや調理の体験学習
が開催されました。高尾野川をきれいにする会が主
催し、江内小学校の児童約20人が参加しました。
　当日は好天に恵まれ、川や生き物の学習をした後、
川に入りアユとりをしたり、調理をしたりするなど
普段できない体験をしました。調理したアユの塩焼
きなどは、みんなで食べました。

迅
速
な
応
急
手
当

一
般
救
急
協
力
者
感
謝
状

　８月24日、田之頭地区にある昌厳翁灰塚で山田昌
厳翁供養祭が開催されました。
　郷土の偉人であり、地頭であった山田昌厳翁は、
出水兵児の教育に力を注がれ、私たちの精神文化に
大きな影響を与えました。供養祭は、山田昌厳翁を
しのび、供養しようと毎年開催されていて、今回、
349年祭として行われました。

郷
土
の
偉
人
を
し
の
び

山
田
昌
厳
翁
供
養
祭

　市内で活動するアマチュアバンド６団体によるア
マチュア・ミュージック・フェスティバルinいずみ
が８月28日 、市音楽ホールで開催されました。
　ジャズやポップス、ゴスペル等の演奏とオリジナ
ルソングも多数披露され、フィナーレでは、ステー
ジ一杯の出演者と来場者全員で復興支援ソングの

「花が咲く」を歌い、感動のステージとなりました。

感
動
の
ス
テ
ー
ジ

ア
マ
チ
ュ
ア・ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

漕
ぎ
ま
く
れ
～

第
２
回
出
水
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

　８月20日、米ノ津川で出水いかだレース大会が開
催されました。大会当日は、ファミリーの部（10チー
ム）、レディースの部（10チーム）、男女混合の部（13
チーム）、メンズの部（26チーム）の４部門に分かれ、
往復150ｍのタイムを競いました。
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初
め
て
の
夏
合
宿

東
海
大
学
夏
季
キ
ャ
ン
プ

今
年
も
大
盛
況

エ
コ
リ
ア
北
薩
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り　８月26日・27日、鹿児島大学 佐藤宏之・田口紘

子研究室と市内中学生による「ふるさとの記憶を未
来につなぐワークショップ」が行われました。
　現在残っている古文書などの書籍の保存・保管方
法や戦争遺跡などをどのように伝え・活用するか、

「本物」に触れながら学びました。参加者たちは、歴
史資料や戦争の記憶を未来につなぐことの大事さ
と、歴史を知ることの大切さを再確認しました。

後
世
に
残
す
意
義

ふ
る
さ
と
の
記
憶
を
つ
な
ぐ

　７月19日～８月７日の間、リサイクルセンターエ
コリア北薩で、リサイクル祭りが開催されました。
　これは、ごみ減量やリサイクルへの関心と理解を
深めてもらおうと毎年開催しているもの。最終日に
は、修理・再生された自転車や家具などの抽選会や
衣類、書籍などの無料配布などが行われ、多くの来
場者でにぎわいました。

　８月７日、出水支部消防操法大会で優勝した第２
分団自動車部が８月26日、県消防学校（日置市）で開
催された鹿児島県消防操法大会に出場しました。
　団員は「全国大会初出場」を目指し、支部大会後も
休みを返上し訓練に励んできました。
大会は、好天に恵まれ、最高のコンディションの中、
県内の11支部で競い合い、出水市消防団（第２分団）
は第４位でした。

誇
り
と
名
誉
を
か
け
て

県
消
防
操
法
大
会

　毎年、本市野球場で夏季キャンプを行っている東
海大学野球部の皆さんが、８月23日～同28日に夏季
キャンプを行いました。これは、４月の熊本地震の
影響で、高校や社会人のグラウンドで練習を再開し
ていた同大学からの問い合わせから実現したもの。
秋の大会に向け、約１週間練習を行いました。
26日には、川端通り会から寄付金の贈呈が、27日に
は、本市から激励品の贈呈が行われました。

救
出
・
救
護
訓
練
も

地
区
防
災
訓
練

　８月23日～同27日、荘中学校・高尾野中学校のツ
ルクラブ員が、釧路市等で研修を受けてきました。
　研修では、タンチョウや釧路湿原の勉強・見学、
阿寒国際ツルセンターの見学、阿寒中学校の生徒と
交歓交流会など多くのことを学びました。
　生徒は、この研修で学んだことをツルクラブの活
動に生かしたいと話してくれました。

釧
路
研
修
報
告

荘・高
尾
野
中
学
校
ツ
ル
ク
ラ
ブ 　８月28日、西出水運動公園で「地区防災訓練」が行

われ、消防、警察のほか、地元消防団、周辺自治会、
社会福祉協議会、出水市建友会、出水管工事組合な
ど約300人が参加し訓練を行いました。
　訓練は、地震、洪水等の自然災害発生時に、防災
関係機関が相互に連携し、迅速・適切に対処できる
防災体制を確立すること、市民の防災意識を高める
ことなどを目的に、隔年で実施しています。
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有料広告 欄有料広告欄有料広告欄有料広告 欄
【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３
リ
ー
グ
で
活

躍
中
の
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｆ
Ｃ
は
、
ヴ
ォ
ル
カ
鹿
児
島
と

Ｆ
Ｃ 

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

が
統
合
し
て
誕
生
し
た
本
県
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
。

　

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を
鹿
児
島
市

と
し
、
県
内
全
域
を
活
動
地
域

と
し
て
い
て
、
先
日
、
本
市
も

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
11
月
13
日

（
日
）、
県
立
鴨
池
陸
上
競
技
場

で
開
催
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
提
供
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
38

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

同
チ
ー
ム
で
は
、
本
市
出
身

の
本
城
宏
紀
コ
ー
チ
や
永
畑
祐

樹
選
手（
背
番
号
８
・
Ｍ
Ｆ
）も

活
躍
中
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
３

鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ

有料広告のページ
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼現在募集中の広告につきましては、2016年11月号以降
の掲載予定となります。

家･土地

☎（0996）63‒6338 出水市下知識町107
（特産館隣り）

ホームページ公開中‼ でパインヒル不動産 検索

ローンが残っている場合でも､お気軽にご相談下さい

九州不動産公正取引協議会加盟・㈳鹿児島県宅地建物取引業協会会員・鹿児島県知事免許⑵  5603号

㈲パインヒル不動産

 木野興産　クリクラ　やはず



35 広報いずみ2016（平成28年）10月

　
（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

東　
　
　

紅く

れ

は羽
（
大

義
）

山　

平　

唯ゆ

い

な愛
（
晃
大
・理
絵
）

平　
　
　

一い

ち

と翔
（
欣
一
・
久
美
子
）

石　

野　

琴こ

と

ね音
（
俊
明
・
久
美
子
）

德　

留　

捺な

つ

き樹
（
誠
・麻
由
子
）

村　

方　

悠ゆ
う
し
ん真
（
秀
亘
・
久
美
子
）

西　
　
　

涼す

ず

と杜
（
健
・
理
恵
）

谷　

口　

凌り
ょ
う
と都
（
勇
太
・千
弥
）

赤
瀬
川　

直な

お

き輝
（
進
也
・
亜
矢
子
）

本　

蔵　
　
　

玲れ
い

（
隆
文
・郁
美
）

中
養
母　
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

10　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春 日 町 ☎63－7011
［当］ さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千 本 付 ☎62－2311
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿 久 根 市 ☎72－0420
［当］ 平尾診療所 内・外科 長 島 町 ☎88－2595
［児］ キッズクリニック 小児科 向 江 ☎63－7707

９日（日）

［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天　　神（出水） ☎67－2600
［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東 大 野 原 ☎64－1187
［当］ 北国医院 外・小児・整外科 阿 久 根 市 ☎72－0016
［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88－6405
［児］ 出水総合医療センター 早 馬 ☎67－1611

10日（月）

［当］ よしだ泌尿器科クリニック 泌尿器科 沖 田 ☎63－7800
［当］ わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表 郷 東 ☎64－1313
［当］ 阿久根眼科 眼科 阿 久 根 市 ☎72－0040
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎86－0054

16日（日）

［当］ 福元医院 内・循環器科 新 町 ☎67－3200
［当］ 荘記念病院 精神・内科 西 水 流 ☎82－3113
［当］ 林胃腸科外科 内・外科 阿 久 根 市 ☎73－3639
［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長 島 町 ☎88－5040
［児］ 二宮医院 内・小児科 栄 町 ☎62－0167

23日（日）

［当］ 整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六 月 田 中 ☎64－8260
［当］ しもぞのクリニック 内・胃腸科 石　　坂（出水） ☎63－8300
［当］ 植村整形外科 整外科 阿 久 根 市 ☎72－1041
［当］ 脇本病院 精神・内科 阿 久 根 市 ☎75－2121
［当］ 長島クリニック 内・外科 長 島 町 ☎88－6405
［児］ 出水総合医療センター 早 馬 ☎67－1611

30日（日）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏 訪 馬 場 ☎62－0419
［当・児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿 島 ☎64－1500
［当］ 有村産婦人科・内科 産・婦人・内科 阿 久 根 市 ☎73－4180
［児］ 鷹巣診療所 内・外科 長 島 町 ☎88－0054

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 － 2023）午後 7 時〜同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 － 254 － 1186）平日・土曜日（午後７時〜翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
10月16日

水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新 町
し も ず る 薬 局 ☎64－2211 下 山

10月23日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79－3443 太 鼓 橋
フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中
ＤＭＬ五万石薬局 ☎63－8800 野添（出水）

10月30日
はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62－8241 茶 円 堀
か し ま 薬 局 ☎63－3970 鹿 島

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
10月１日～２日 司 工 業 ☎63－7485

携帯電話
（090－7397－7898）

軸薗設備工業 ☎82－0889

携帯電話
（090－7154－7490）

10月３日～９日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414 柏 木 産 業 ☎82－1474

10月10日～16日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400 三 友 建 設 ☎82－0173

10月17日～23日 たかさご水道 ☎67－4400 別府水道住宅設備 ☎84－2080

10月24日～30日 日之出建設工業 ☎63－3388 樋 口 電 設 ☎85－5901

10月31日 職 建 ☎62－1409 ホクシン工建 ☎82－0612

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2016年８月１日〜同８月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ０件（－２） ０件（－１） ０人（±０） ０人（±０） 230件（＋20） 130人（＋18）

2016年の累計 13件（＋１） ８件（－１） １人（±０） ３人（＋３） 1,528件（＋42） 854人（＋２）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

10 月の主な行事

10月２日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）
さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千 本 付

10月９日
よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75－3333 阿久根市
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65－7637 天神（出水）
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原

10月10日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄 町
オ レ ン ジ 薬 局 ☎79－3972 表 郷 東
こ が ね 薬 局 ☎64－1132 沖 田

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午 ◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

10日（月）▶社会体育施設無料開放（市内各体育施設、総合体育館は一部利用制限あり）
16日（日）▶青年の家フェスティバル（午前10時・青年の家）　16ページに関連記事
23日（日）▶出水ツルマラソン大会（午前９時・陸上競技場およびツルマラソンコース）
30日（日）▶いずみマチ・テラス世界一への挑戦（午後６時・陸上競技場）
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８
月
20
日
に
博
物
館
講
座

「
昆
虫
・
貝
・
植
物
の
名
前

を
調
べ
る
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
各
分
野
の
講

師
の
指
導
の
も
と
、
名
前
を

調
べ
た
り
、
ラ
ベ
ル
の
つ
け

方
な
ど
を
教
わ
っ
た
り
し
な

が
ら
、
夏
休
み
の
自
由
研
究

の
作
品
を
完
成
さ
せ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
講
座
を
毎
年
受
講
さ

れ
て
い
る
参
加
者
も
お
り
、

各
講
師
も
熱
心
に
説
明
し
て

い
ま
し
た
。

昆
虫
・
貝
・
植
物
の

名
前
を
調
べ
る
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　高尾野および野田支所庁舎
建設検討委員会（切通洋一委
員長・特手祐治委員長）から、
検討結果をまとめた「支所庁
舎の整備に関する提言書」が
提出されました。

　

野
田
町
上
名
の
青
木
地
区
で

毎
年
開
催
さ
れ
る
か
か
し
祭

り
。
遠
く
か
ら
見
る
と
、
人
と

区
別
が
つ
き
ま
せ
ん
。
夜
間
通

る
時
は
（
あ
ま
り
通
ら
な
い
と

思
い
ま
す
が
）ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

２
～
３
ペ
ー
ジ
に
、
県
と
市

町
村
の
合
同
企
画
「
焼
酎
特

集
」
を
、
４
ペ
ー
ジ
に
出
水
の

蔵
元
紹
介
の
記
事
を
掲
載
し
ま

し
た
。
県
内
に
は
焼
酎
の
蔵
元

が
１
１
３
! !
焼
酎
に
関
わ
る
産

業
、
文
化
や
暮
ら
し
な
ど
、
県

内
の
自
然
や
出
水
の
恵
み
を
再

確
認
し
ま
し
た
。 

（
浦
﨑
）

　希望される方は、はがきに住所、
氏名、連絡先、広報紙の感想等とペア
チケット希望と記入の上、出水市役
所（広報担当あて）に 10 月 20 日ま
でに（必着）郵送してください。抽
選の上、当選者には後日チケットを
郵送します。（33 ページに関連記事）

　鹿児島ユナイテッ
ドＦＣから、ホームゲ
ーム（11 月 13 日（日）
vs グルージャ盛岡戦
のペア観戦チケット
を５組ご提供いただ
きましたのでプレゼ
ントします。

永
畑
祐
樹
選
手

『今月の問題』
どんぐりがなる木はどれでしょう。

Ａ　シラカシ
Ｂ　ハナミズキ
Ｃ　ヤマボウシ

先月号のクイズと答え

鳴く虫はどれでしょう。
答えは、Ｃ　キリギリスでした。

　県代表として、10 月に山形県で行われる技
能五輪全国大会に出場する下陳歩さん（建築大
工競技）（県立宮之城高等技術専門校・高尾野
町出身・写真中央）と、牟礼彩乃さん（家具競
技）（同校・西出水町出身・左から２番目）。

　８月に行われた全国高校総体体操競技大
会で、男子種目別選手権・跳馬３位、個人
総合で 20 位の成績を収めた、原口幸大選
手（出水商業高校３年・前列右）。同校は、
男子団体でも 14 位でした。

　株式会社 大和（藤井廣明
代表取締役）から、市役所の
新庁舎で利用してほしいと、
屋外電波時計を寄贈していた
だきました。


